
透明で公正な市政運営のために ･･････ p.4

友好都市との交流事業 ･･･････････ p.6 ～ 7

叙勲受章おめでとうございます ･･ p.9

主な内容

「笑いと健康」講演会  ･･････････････ p.11

市営住宅入居者募集 ･･･････････････････p.11

夢なかるべからず「色えんぴつの重なりで」 ･･ p.27

Ｂ http://mobile.city.fukaya.saitama.jp/

●市からのお知らせ 
●災害・防災情報
●防災行政無線情報
●火災情報

登録はこちらから→

メール配信サービス登録受け付け中

20096月号 No. 42

広
報

　深谷市の財政状況
特集

中宿歴史公園の原始蓮

FukayaCity PublicRela
tions

FUKAYA
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34億6,379万円34億6,379万円

13億2,619万円13億2,619万円（38.3％）（38.3％）

3 2

特集

平成21年 3月 31日現在

公
有
財
産

土 地
お よ び
建 物

区　分 土　　地 建　　物

行政財産 2,892,041㎡ 388,277㎡

普通財産 256,330㎡ 2,144㎡

計 3,148,371㎡ 390,421㎡

物 権 （ 地 上 権 ） 495㎡

有価証券（テレビ埼玉ほか株券） 2,875万円

出資による権利（埼玉県信用保証協会出えん金など11件） 2億6,871万円

債 権 1億4,307万円

基 金（ 行 政 振 興 基 金 な ど19件 ） 129億6,941万円

億円
200 190 100 90 80 70 60 50 40 30 20 10 0

深谷市深谷市のの財政状況財政状況
平成20年度下半期の市の財政状況をお知らせします

予 算 額
収入済額（執行率）

〈表の見方〉

歳入予算額502億8,065万円
収 入 済 額 435億9,664万円
執行率……86.7％

予 算 額
支出済額（執行率）

〈表の見方〉

歳出予算額502億8,065万円
支 出 済 額 407億6,999万円
執行率……81.1％

　予算額に対して、収入済額と支出済額のそれ
ぞれに差がありますが、これは出納整理期間の収
入・支出が加算されていないためです。決算の数
値は、出納整理期間終了後の数値になります。
泫出納整理期間…年度内に終了した取り引きに
ついて、4月1日～ 5月31日までに現金を収入・
支出した場合は、年度内に収入・支出したも
のとして出納を処理することができます。こ
の期間を出納整理期間といいます。

191億3,000万円191億3,000万円

193億2,895万円193億2,895万円（101.0％）（101.0％） （91.4％）（91.4％）

74億7,247万円74億7,247万円（71.2％）（71.2％）

65億2,878万円65億2,878万円

47億   969万円47億   969万円（72.1％）（72.1％）

61億5,022万円61億5,022万円

38億5,643万円38億5,643万円（62.7％）（62.7％）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 130 140
億円
150

歳入歳入 歳出歳出一般会計

   72億円   72億円

66億2,537万円66億2,537万円（92.0％）（92.0％）

20億3,586万円20億3,586万円

19億2,897万円19億2,897万円（94.7％）（94.7％）

71億1,898万円71億1,898万円

31億3,526万円31億3,526万円（44.0％）（44.0％）

39億3,175万円39億3,175万円

32億8,684万円32億8,684万円（83.6％）（83.6％）

36億8,444万円36億8,444万円

36億5,064万円36億5,064万円（99.1％）（99.1％）

20億1,786万円20億1,786万円

19億3,718万円19億3,718万円（96.0％）（96.0％）

133億1,564万円133億1,564万円

145億6,591万円145億6,591万円

会　　計　　名 残　　高

一 般 会 計 248億9,960万円

特 別 会 計 合 計 129億8,384万円

企 業 会 計 合 計 223億   768万円

合 計 601億9,112万円

市民１人当たりに換算すると　407,868円
１世帯当たりに換算すると　1,116,946円

軽自動車税
2億3,716万円
（1.2％）

都市計画税
5億3,643万円
（2.8％）

市たばこ税
9億 978万円
（4.7％）

市民税
89億1,246万円
（46.1％）

市民税
89億1,246万円
（46.1％）

固定資産税
87億3,312万円
（45.2％）

会計名 予算額 収入済額 支出済額

特 別 会 計 221億3,627万円 189億9,026万円 189億9,889万円

会計名 予算額 収入済額 支出済額

企業
会計

収益的収入 41億9,718万円 40億4,930万円 －

収益的支出 39億7,879万円 － 36億4,076万円

資本的収入 27億4,964万円 27億2,078万円 －

資本的支出 44億   893万円 － 41億4,647万円

特別会計

企業会計

市有財産

市債（借入金）

市税の内訳

                平成21年4月1日現在
人　口 147,575人
世帯数 53,889世帯

深谷市の人口

平成 20 年度は、火葬施設の建て替えや市
内循環バスの運行地区拡大などを実施し、新
市としての施設整備、一体感の醸成に努める
とともに、協働のまちづくりを推進すべく、
教育と福祉の複合施設や緑の王国など、市民
活動の拠点整備を実施いたしました。
また、昨秋の金融危機に対する緊急経済

対策･支援事業として ｢ふかやサポートプラ
ン ｣を実施いたしました。
昨今の経済危機により、本市財政は以前

にも増して厳しい状況にあります。行財政改
革を推進し、限られた財源の効率的な活用に
努め、総合振興計画に基づいた効果的なまち
づくりを進めてまいります。

深谷市長　新井家光

総 額 193億 2,895万円

※国民健康保険、老人保健、後期高齢者医
療、農業集落排水事業、土地区画整理事業、
下水道事業の一部

※特別会計＝農業集落排水事業、土地区画
整理事業、 下水道事業の一部

　企業会計＝下水道事業の一部、水道事業

※下水道事業の一部、水道事業

57億8,225万円57億8,225万円

41億7,847万円41億7,847万円

41億7,847万円41億7,847万円（100.0％）（100.0％）

58億6,584万円58億6,584万円（101.4％）（101.4％）

13億7,130万円13億7,130万円

12億   759万円12億   759万円（88.1％）（88.1％）

市 税
市民の皆さん
が納めた税金

国庫支出金
市の特定の事
業に国から交
付されるお金

地方交付税
行政サービスを維
持するため、国か
ら交付されるお金

繰 越 金
前年度から繰
り越されたお
金

市 債
国や銀行から
の借入金

県支出金
特定の事業に
県から交付さ
れるお金

分担金及び
負 担 金
特定の事業の受
益者などから受
け取るお金

そ の 他
地方消費税交付金、
自動車取得税交付
金、諸収入など

29億   901万円29億   901万円

25億4,110万円25億4,110万円

民 生 費
乳児やお年寄り、
体の弱いかたなど
を援護する経費

総 務 費
市役所の全般
的な仕事の経
費

土 木 費
道 路 や 下 水
道、公園など
の経費

教 育 費
小・中学校や
市立図書館な
どの経費

衛 生 費
ごみやし尿の
処理などの経
費

公 債 費
借入金の返済
金

消 防 費
消防や救急の
経費

そ の 他
農林水産業費、
議会費、労働
費など

（87.4％）（87.4％）

  ※執行率は、少数点以下第2位を四捨五入しています。

　市では、まちづくりのために、市民の皆さんに納めていただいた税金や市債
(市の借入金 )などを財源とし、効率的な財政運営に努めています。
　どのような事業にどのくらいお金が使われたかという「市の家計簿 ｣ともい
うべき財政状況を年 2回に分けてお知らせしています。今回は、平成 20 年度
下半期 (平成 21年 3月 31 日現在 )の財政状況をお知らせします。

　市が保有する公有財産のうち、土地は 3,148,371 ㎡、
建物は 390,421 ㎡です。庁舎、学校、公園などの行政
財産と、それ以外の普通財産とに分かれます。

104億9,268万円104億9,268万円



2009－❻－広報ふかや2009－❻－広報ふかや5

　市は、公務に対する市民の信頼を確保し、透明で公正な市政運営を図るため、平成
20年 12月に「深谷市職員等公益通報条例」および「深谷市不当要求行為等対策条例」
を制定しました。

4

透明で公正な市政運営のために
深谷市職員等公益通報条例・深谷市不当要求行為等対策条例

市
の
職
員
や
請
負
業
者
の
従

業
員
が
、
市
の
事
務
ま
た

は
事
業
に
関
す
る
法
令
に
違
反
す

る
事
実
や
不
当
な
事
実
な
ど
に
つ

い
て
、「
行
政
監
察
員
（
市
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
市
役
所
外
部
の
弁
護

士
）」
に
通
報
で
き
る
制
度
で
す
。

　

ま
た
、
通
報
を
受
け
た
行
政
監

察
員
は
、
必
要
な
調
査
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
ほ

深
谷
市
不
当
要
求
行
為
等
対

策
条
例
で
は
、
不
当
要
求

に
対
し
て
は
、
組
織
的
に
毅き

然ぜ
ん

と

し
た
態
度
で
対
応
し
、
こ
れ
を
拒

市職員
請負業者の従業員

行政監察員

市役所や請負業者の
事務や業務の内容

深
谷
市
職
員
等
公
益
通
報
条
例

市に対する
不当な要求

不
当
要
求
行
為
な
ど
の
対

応
に
つ
い
て
、
県
警
察
本

部
お
よ
び
㈶
埼
玉
県
暴
力

追
放
・
薬
物
乱
用
防
止
セ

ン
タ
ー
か
ら
、
適
切
な
指

導
を
受
け
ま
す
。

市
に
対
す
る
不
当
要
求

行
為
な
ど
に
対
応
す
る

た
め
、
警
察
官
OB
を
今

年
４
月
１
日
か
ら
配
置

し
ま
し
た
。

今
年
１
月
21
日
に
深
谷
、

寄
居
警
察
署
と
締
結
し
た

「
不
当
要
求
行
為
等
の
排

除
に
関
す
る
協
定
」
に
よ

り
、
定
期
的
に
情
報
交
換

会
を
開
く
な
ど
し
、
よ
り

一
層
連
携
を
図
り
ま
す
。

暴
力
団
員
な
ど
か
ら
の
威

圧
的
な
要
求
に
も
毅
然
と

し
た
対
応
が
取
れ
る
よ
う

窓
口
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

よ
る
研
修
会
や
、
よ
り
実

践
的
な
対
応
能
力
を
習
得

す
る
た
め
県
警
察
本
部
な

ど
の
協
力
に
よ
り
実
演
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。

「
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当

な
行
為
の
防
止
等
に
関
す

る
法
律
」
第
14
条
第
２
項

に
規
定
す
る
講
習
を
、
各

課
長
な
ど
す
べ
て
の
所
属

長
が
受
講
し
、
修
了
書
を

受
領
し
ま
し
た
。

県警本部
埼玉県暴追センター

不当要求行為等
対応専門員 担当職員 不当要求防止責任者

深谷警察署
寄居警察署 深

谷
市
不
当
要
求
行
為
等
対
策
条
例

⬅

⬅➡

➡ ⬆

組織で対応！

違法行為
不当行為

市長

⬇ ⬆⬅

➡

➡
②通報

①違法行為、不
当行為を発見

③調査、是正勧告

④通報者の保護 ⑤是正措置

公益通報（内部通報）の流れ

か
、
こ
の
条
例
の
運
用
状
況
に
つ

い
て
、
毎
年
度
公
表
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

ご
意
見
や
ご
相
談
は
、
今
ま
で
通

り
、
市
長
へ
の
手
紙
や
各
担
当
部

署
へ
の
連
絡
な
ど
に
よ
り
対
応
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

行
政
監
察
室
（
☎

551
‐
３
７
１
１
）

否
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

危
機
管
理
課
（
☎

574
‐
８
５
９
７
）

　

こ
の
調
査
は
、
商
店
や
工
場
、
営
業
所
、
事
務
所
、
学
校
、
旅
館
、

学
習
塾
、
病
院
、
寺
院
な
ど
、
す
べ
て
の
事
業
所
が
対
象
と
な
る
大

規
模
な
統
計
調
査
で
す
。
事
業
の
内
容
、
従
業
者
数
な
ど
基
本
的
な

項
目
に
つ
い
て
調
査
し
ま
す
。

　

今
月
か
ら
県
が
任
命
し
た
調
査
員
が
お
伺
い
し
て
、
直
接
調
査
票

を
配
布
・
回
収
す
る
方
法
を
基
本
と
し
、
一
部
に
つ
い
て
は
総
務
省
、

県
も
し
く
は
市
か
ら
郵
送
な
ど
に
よ
り
調
査
票
を
配
布
・
回
収
す
る

方
法
で
行
い
ま
す
。

「
沈
思
黙
考
」
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
解
説

ちんしもっこう

深谷市長

新 井 家 光

　梅雨のさなか、雨
に濡

ぬ

れ咲き誇る花に
紫陽花があります。
しとしと雨が降る
中に咲く姿は、心癒
やされる日本の初夏
の風景です。薄紫、
淡い黄色、 白と色
を変えながら、やが

いてくれます。
　また、経済や社会などの姿を客観的なデータ
によって示す統計情報は、さまざまな場面におい
て活用されています。テレビや新聞、インターネッ
トなど多様なメディアを通じ、数字やグラフなど
で統計情報に接する機会が増えています。
  しかし、統計それ自体は地味な作業です。統
計情報を正しく読み取り、自分たちの生活や学習
に役立つ情報として活用し、初めて脚光を浴びる
もので、統計を積み重ねることで思いがけない威
力を発揮するのです。
　実は紫陽花の花も思いがけない所に咲いてい
ます。藍色や瑠璃色の一見花に見えるものはガ
クという部分で、それをかき分けて見ると、奥
に真

しんか

花という小さな花がひっそりと咲いていま
す。気象庁は、この真花の開花をもって「紫陽
花の開花日」としています。
　多くの人に役立つ統計情報も、真花のよう
な目立たない作業の成果です。市民の皆様から
たくさんの正確な情報をお寄せいただくことに
よって、真花が大輪の花となるのです。

  紫陽花や　白よりいでし　浅みどり

　　　　　　　　　 　　　　渡
わたなべ
辺　水

すいは
巴

て、浅
あさ ぎ

黄色、藍
あい

色あるいは瑠
る り

璃色に「七変化」
させ、 鬱

うっとう

陶しくなりがちなこの季節に、多くの人
の目を楽しませます。
　気象庁では、梅や桜と同じように紫陽花の開
花も統計を取っています。毎年発表される気象庁
の「紫陽花の開花日」がそれです。一見、季節
感を醸

かも

し出すこうした発表も、地球規模の気候
変動の測点になっているのです。
　統計学は、社会や自然現象、経済活動のあら
ゆる不確実性を科学するものです。雨が降るか
降らないか、新商品はヒットするのかしないのか
など、どういう現象が次に生じるのか分からない
事柄に関して、データに基づく確率的な答えを導

紫
あ じ さ い
陽花の花

平
成
21
年
経
済
セ
ン
サ
ス
（
基
礎
調
査
）

※市民の皆さんからのご意見やご相談は、市長への手紙や各担当部署でお受けします。

　

調
査
結
果
は
、
地
方
消
費
税
の

配
分
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
推
計
、
経
済
対
策

な
ど
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
行

政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し

て
活
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
調
査
員
が
お
伺
い
す
る
場
合

は
、
必
ず
調
査
員
証
を
携
帯
し

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

商
工
振
興
課(

☎

574
‐
６
６
５
０)
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さ
ま
ざ
ま
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

や
宿
泊
を
通
し
て
、
友
好
都
市
で

あ
る
岩
手
県
田
野
畑
村
の
小
学
生

と
交
流
の
輪
を
広
げ
ま
せ
ん
か
。

と
き　

８
月
４
日
㈫
〜
７
日
㈮

（
３
泊
４
日
）

宿
泊
先　

も
く
せ
い
館
（
菅
沼

４
０
１
）

対
象　

市
内
在
住
の
小
学
校

５
・
６
年
生

定
員　

30
人

内
容　

川
本
サ
ン
グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク
、
パ
テ
ィ
オ
で
の
活
動
や
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
体
験
な
ど

参
加
料　

３
，
０
０
０
円

申
し
込
み　

６
月
23
日
㈫
午
後
５

時
15
分
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

ま
で
に
、
申
込
書
を
生
涯
学
習

課
へ

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

※
申
込
書
は
、
市
内
小
学
校
に
配

布
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
（
☎

572
‐
９
５
８
１
）

8/4 ㈫～ 8/7 ㈮
  3 泊 4日

　

友
好
都
市
の
静
岡
県
藤
枝
市
と

の
交
流
を
進
め
る
た
め
、
交
流
事

業
を
行
う
団
体
に
対
し
、
経
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象　

市
民
で
組
織
さ
れ
た
団
体

（
参
加
者
10
人
以
上
）
が
、
藤
枝

市
に
お
い
て
行
う
視
察
・
研
修
・

親
善
交
流
な
ど
を
行
う
事
業

補
助
内
容　

参
加
者
１
人
当
た
り

交
通
費
・
宿
泊
費
８
，
０
０
０

円
、
１
団
体
当
た
り
16
万
円
を

限
度
と
し
ま
す
。

補
助
団
体　

３
団
体

※
た
だ
し
、
３
団
体
を
超
え
る
場

合
は
抽
選

申
し
込
み　
６
月
30
日
㈫
ま
で
に
、

岡
部
総
務
課
に
あ
る
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
参
加

者
名
簿
（
住
所
・
氏
名
・
生
年
月

日
・
電
話
番
号
を
記
載
）
お
よ
び

団
体
の
事
業
計
画
、
予
算
な
ど
の

書
類
を
添
え
て
、
岡
部
総
務
課
へ

問
い
合
わ
せ　

岡
部
総
務
課
（
☎

585
‐
２
２
１
１
）

静
岡
県
藤
枝
市
と
の

交
流
事
業
を
応
援
し
ま
す

　

友
好
都
市
の
岩
手
県
田
野
畑
村

で
は
、
深
谷
市
民
を
対
象
に
、
特

別
割
引
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

補
助
内
容

①
ホ
テ
ル
羅ら

賀が

荘そ
う

の
宿
泊
費
割
引

通
常
宿
泊
料
金
（
１
泊
２

食
）
１
２
，
０
０
０
円
が
８
，

５
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
宿
泊
者
は
ホ
テ
ル
売

店
取
り
扱
い
の
田
野
畑
村
産
業

開
発
公
社
製
品
お
よ
び
合
鴨
の

肉
な
ど
を
、
10
％
割
り
引
き
で

購
入
で
き
ま
す
。

②
北
山
崎
め
ぐ
り
観
光
船
料
金
割
引

中
学
生
以
上
１
，
４
２
０
円

が
１
，
０
０
０
円
、
小
学
生

７
１
０
円
が
５
０
０
円
に
な
り

ま
す
。

※
ご
利
用
の
際
に
は
、
深
谷
市

民
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
る

も
の
（
運
転
免
許
証
・
保
険
証

な
ど
の
住
所
が
確
認
で
き
る
も

の
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

ホ
テ
ル
羅
賀
荘

（
☎
0194
‐
33
‐
２
６
１
１
）

岩
手
県
田
野
畑
村
を

訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か

楽しい夏休みの思い出をつくろう♪

「コシヒカリの郷」「コシヒカリの郷」子ども自然体験村 in南魚沼

8/9㈰～8/21㈮
 12泊 13 日

参加者募集！！

友
好
都
市
で
あ
る
新
潟
県
南
魚
沼

市
の
豊
か
な
自
然
の
中
で
、
夏
休

み
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

８
月
９
日
㈰
〜
21
日
㈮

（
12
泊
13
日
）

と
こ
ろ　

新
潟
県
南
魚
沼
市
一
帯

お
よ
び
そ
の
周
辺

宿
泊
先　

キ
ャ
ン
プ
場
、
民
宿
、

農
家
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど

対
象　

市
内
在
住
の
小
学
校
３
年

生
〜
中
学
校
２
年
生

定
員　

15
人

内
容　

野
菜
・
果
物
収
穫
、
キ
ャ

ン
プ
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
川
遊

び
、
そ
ば
打
ち
、
山
焼
き
送
り

火
参
加
、
水
遊
び
、
火
遊
び
な

ど
参
加
料　

６
８
，
０
０
０
円

申
し
込
み　

６
月
26
日
㈮
ま
で

に
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は

郵
送
で
、
申
込
書
を
南
魚
沼

市
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
協
議
会
（
５

025
‐
781
‐

６
０
４
２
・
〠
949
‐
6625
・
新
潟

県
南
魚
沼
市
六
日
町
１
３
７
‐

２
・
JA
魚
沼
み
な
み
ビ
ル
３
階
・

山
の
暮
ら
し
再
生
機
構
内
）
へ

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

※
募
集
案
内
と
申
込
書
は
、
市
内

小
・
中
学
校
に
配
布
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

南
魚
沼
市
グ
リ
ー

ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会

（
☎
025
‐
781
‐
６
０
２
５
）

新しい友達との出会いに胸弾ませて♪

田野畑村 田野畑村 の小学生と交流しませんか？
参加者募集！！

1重忠太鼓を体験
2マレットゴルフに挑戦
3重忠公史跡公園を見学

1

3

1八海山チャレンジハイキング
2農業体験
3オリエンテーション

12

3
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「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守

る
」
と
い
う
消
防
精
神
の
下
に
組
織
さ
れ

て
い
る
深
谷
市
消
防
団
の
平
成
21
年
度
新

役
員
を
紹
介
し
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
つ

い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト

写真前列左から　堀
ほり

江
え

花園支団長、島
しま

田
だ

岡部支団長、富
とみ

田
た

川本支団長、奥
おく

野
の

副団長、坂
さか

田
た

団長、馬
ば

場
ば

周
しゅう

一
いち

副団長、馬
ば

場
ば

茂
しげる

副団長、藤
ふじ

崎
さき

深谷南支団長、吉
よし

岡
おか

深谷北支団長
中央左から　野

の

本
もと

第 1 分団長、青
あお

木
き

第 3 分団長、武
たけ

井
い

第 4 分団長、永
なが

野
の

第 5 分団長、永
なが

井
い

第 6分団長、加
か

藤
とう

第 7分団長、飯
いい

島
じま

第 8分団長、髙
たか

田
だ

第 9分団長、本
ほん

庄
しょう

第 10 分団長、
山
やま

口
ぐち

第 11 分団長、福
ふくしま

島第 12 分団長
後列左から　柿

かきざわ

澤第 13 分団長、丸
まるやま

山第 14 分団長、倉
くらさき

崎第 15 分団長、高
たか

橋
はし

第 17 分団長、
岡
おか

部
べ

第 18 分団長、高
たか

樋
ひ

第 19 分団長、福
ふくしま

島第 20 分団長、髙
たか

橋
はし

第 21 分団長、吉
よし

岡
おか

第
22 分団長、山

やまあい

合第 23 分団長、笠
かさ

原
はら

第 24 分団長、山
やま

下
した

第 25 分団長
右上部　中

なかじま

島第 2分団長（右）、臼
うす

杵
き

第 16 分団長（左）

第第1010分団分団
第第1111分団分団

第第
1414
分
団
分
団

第第
1313
分
団
分
団

第第1616分団分団

第第1515分団分団

第第1212分団分団

第９分団第９分団 第８分団第８分団
第７分団第７分団

第６分団第６分団

第５分団第５分団

第２分団第２分団

第４分団第４分団

第第1919分団分団
第第2020分団分団

第第1717分団分団
第第1818分団分団

第第2424分団分団
第第2525分団分団

第第2121分団分団
第第2222分団分団
第第2323分団分団

第
１
分
団

第
１
分
団

第３分団第３分団

血洗島・南阿賀野・北阿賀野
横瀬・町田・上手計・下手計・大塚

上敷免・高畑・内ケ島・矢島
大塚島・起会・谷之・戸森

岡・岡里

普済寺・岡部

本郷・今泉・針ヶ谷・
山河・櫛挽

深谷町・田所町・西島４～５丁目・
田谷（市道１号線以西）・東大沼・栄町・
西大沼・曲田・萱場・見晴町・宿根・伊勢方

小前田・荒川・武蔵野

黒田・永田・北根

榛沢・後榛沢・山崎・
榛沢新田・沓掛・西田

櫛引・大谷・境

人見・樫合・柏合・折之口

田中・上原・長在家・菅沼・
瀬山・川本明戸

本田・畠山・白草台

上野台・桜ケ丘・
東方（ＪＲ高崎線以南）・
秋元町・上柴町東・
上柴町西（１丁目を除く）

東方（ＪＲ高崎線以北）・
原郷（東部・北部）・常盤町・
国済寺（東部）・東方町・
国済寺町・幡羅町１丁目・
本田ケ谷

深谷・仲町・本住町・稲荷町・
稲荷町北・天神町・西島・
西島町１～３丁目・緑ケ丘・
田谷（市道１号線以東）・寿町・
原郷（中部・西部）・幸町・
国済寺（西部）・上柴町西１丁目

宮ケ谷戸・上増田・蓮沼・
藤野木・堀米・江原・石塚

明戸・沼尻・新井

新戒・高島・成塚
中瀬

深谷市消防団分団区域深谷市消防団分団区域深谷市消防団分団区域

深谷市消防団役員の皆さん

深
谷
市
消
防
団
新
役
員
紹
介

深
谷
市
消
防
団
新
役
員
紹
介

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
双
光
章

〈
教
育
功
労
〉

〈
防
衛
功
労
〉

高
たか

田
だ

宏
ひろ

之
ゆき

 氏
（常盤町・70歳）
元公立小学校長

髙
たか

木
ぎ

則
のり

夫
お

 氏
（上柴町西・61歳）
元 1等空尉

〈
警
察
功
労
〉

吉
よし

野
の

弘
ひろし

 氏
（小前田・78歳）
元埼玉県警部補

叙勲受章叙勲受章  おめでとうございますおめでとうございます

瑞
宝
瑞
宝
単単
光
章
光
章

〈
警
察
功
労
〉

瑞
宝
瑞
宝
双
光
双
光
章章

大
お お ま え

前哲
てつ

雄
お

 氏
（岡・71歳）
元埼玉県警部補

危険業務従事者叙勲受章者

〈
消
防
功
労
〉

髙
こう

野
の

六
ろ く ろ う

郎 氏
（原郷・73歳）
元埼玉県深谷市・岡部町
共同事務組合消防司令長

〈
警
察
功
労
〉

田
た べ い

部井偵
て い ぞ う

三 氏
（岡・74歳）
元埼玉県警部補

　

消
防
団
員
は
、
日
ご
ろ
各
自
の
仕
事
を

し
て
い
ま
す
が
、
災
害
が
発
生
し
た
と
き

に
は
、
直
ち
に
住
民
の
皆
さ
ん
の
生
命
・

身
体
・
財
産
を
守
る
た
め
、
昼
夜
を
問
わ

ず
活
動
し
ま
す
。

　

速
や
か
な
災
害
対
応
の
た
め
、
消
防
団

活
動
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

消
防
総
務
課
（
☎
571
‐

０
９
０
０
）

〈
警
察
功
労
〉

金
かね

田
だ

正
まさ

夫
お

 氏
（瀬山・73歳）
元埼玉県警部

神
か み お か

岡正
まさる

 氏
（山河・73歳）
元埼玉県警部補

〈
警
察
功
労
〉

春の叙勲受章者
　

こ
の
ほ
ど
内
閣
府
か
ら
、
春
の
叙
勲
お
よ
び
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
の
受
章
者

が
４
月
29
日
に
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
か
ら
は
、
多
年
に
わ
た
り
各
分
野
で
活
躍
、
貢
献
さ
れ
た
８
人
の
か
た
が

た
が
受
章
の
栄
誉
に
輝
か
れ
ま
し
た
。

※
年
齢
は
発
令
日
を
基
準
と
し
て
い
ま
す
。

危険業務従事者叙勲受章者

　

平
成
20
年
6
月
1
日
か
ら
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務

化
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
設
置
状
況
お

よ
び
悪
質
な
訪
問
販
売
な
ど
に
つ

い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま

す
。

　

住
宅
火
災
に
よ
る
死
亡
事
故
を

な
く
す
た
め
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

ふかや eアンケート

回
答
方
法　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
Ｃhttp://w

w
w.city

.fukaya.saitam
a.jp

）、
ま

た
は
、
市
モ
バ
イ
ル
サ
イ

ト
（
Ｂhttp://m

obile.ci
ty.fukaya.saitam

a.jp

）
か

ら
ご
回
答

い
た
だ
け

ま
す
。

実
施
期
間　

6
月
15
日
㈪
ま

で
問
い
合
わ
せ　

予
防
課
（
☎

571
‐
０
９
１
３
）

イイモン
（eアンケートマスコット）
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高齢者への虐待を見つけたら
通報・連絡を
「高齢者虐待防止ネットワークを設置」

第
１
回
の
ゲ
ス
ト
は
、
昭

和
の
い
る
・
こ
い
る
さ

ん
と
チ
ャ
ー
リ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー

さ
ん
で
す
。

　

医
師
で
落
語
家
の
立た

て

川か
わ

ら
く

朝ち
ょ
うさ

ん
に
よ
る
健
康
落
語
や
、

藤
野
歯
科
医
院
の
藤ふ

じ

野の

悦え
つ

男お

先

生
に
よ
る
「
口
か
ら
は
じ
め
る

健
康
づ
く
り
」
と
題
し
た
講
演

も
併
せ
て
行
い
ま
す
。
ま
た
、

総
合
司
会
は
笑
い
と
健
康
学
会

会
長
の
澤さ

わ

田だ

隆た
か

治は
る

さ
ん
で
す
。

と
き　

７
月
26
日
㈰
午
後
１
時

開
場
、
午
後
１
時
30
分
開
演

と
こ
ろ　

深
谷
市
民
文
化
会
館

大
ホ
ー
ル

対
象　

市
内
在
住
の
か
た

満員御礼につき
定員を大幅に拡大!!

●問い合わせ　深谷市保健センター（☎575－ 1101）「笑いと健康  講演会」

※
募
集
は
、
部
屋
ご
と
に
行
い

ま
す
。
応
募
者
が
複
数
の
場

合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

市
営
住
宅
（
空
き
家
住
宅
）

の
入
居
者
を
次
の
通
り

募
集
し
ま
す
。

対
象　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満

た
す
か
た

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場

所
が
あ
る
こ
と

②
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
い
る
こ
と

③
現
在
住
宅
に
困
っ
て
い
る

こ
と

④
年
収
が
一
定
額
以
下
で
あ
る

こ
と

⑤
市
町
村
税
な
ど
を
完
納
し
て

い
る
こ
と

⑥
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

⑦
連
帯
保
証
人
を
２
人
確
保
で

き
る
こ
と

申
し
込
み　

６
月
19
日
㈮（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）
ま
で
に
、

申
込
書
を
く
ら
し
い
き
い
き

課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民

環
境
課
へ

※
郵
送
の
場
合
は
、
６
月
19
日

（
必
着
）
ま
で
に
、
く
ら
し

い
き
い
き
課
（
〠
366
‐
8501
・

仲
町
11
‐
１
）
へ

入
居
予
定
日　

７
月
31
日
㈮

※
詳
し
く
は
、
く
ら
し
い
き

い
き
課
お
よ
び
各
総
合
支

所
市
民
環
境
課
窓
口
で
配

布
す
る
募
集
案
内
、
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

空き家住宅 16戸の
受け付けを開始します

●問い合わせ　くらしいきいき課（☎574－ 6633）「市営住宅入居者募集」

入居者募集住宅
住宅名 所在地 建築年度 間取り 募集戸数 家賃（円）　※予定額

上 柴 住 宅 上柴町西 1‐15‐1 昭和 46～ 48 年 2UDK 1 10,800 ～ 25,500

緑ヶ丘住宅 緑ケ丘 22 昭和 59年 3DK 1 21,100 ～ 41,400
昭和 60 年 3DK 4 21,400 ～ 42,000

宿 根 住 宅 宿根 600
昭和 63年 2DK 1 18,500 ～ 36,400

3DK 4 22,200 ～ 43,700
平成 5 年 3DK 1 24,100 ～ 47,400
平成 6 年 3DK 1 24,400 ～ 48,000

戸 森 住 宅 戸森 56-1 平成 10 年 3DK 2 25,900 ～ 50,900
新 井 住 宅 新井 354-1 平成 18 年 2DK 1 24,000 ～ 47,200

定
員　

１
，
１
０
０
人

入
場
料　

無
料

申
し
込
み　

６
月
25
日
㈭
（
当

日
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
往

復
は
が
き
（
往
復
は
が
き
の

書
き
方
参
照
）
で
深
谷
市
保

健
セ
ン
タ
ー
へ

注
意
事
項

•
１
通
の
は
が
き
で
２
人
ま
で

応
募
で
き
ま
す
。
当
選
者
に

は
返
信
用
は
が
き
に
入
場
整

理
券
を
印
刷
し
、
７
月
10
日

㈮
ご
ろ
発
送
し
ま
す
。
抽
選

に
外
れ
た
か
た
に
は
、
そ
の

旨
を
通
知
し
ま
す
。

•
申
し
込
み
は
１
人
１
枚
と

し
、
複
数
申
し
込
み
や
、
往

復
は
が
き
以
外
で
の
申
し
込

み
は
無
効
で
す
。

•
入
場
整
理
券
が
な
い
と
入
場

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
（
再
発

行
は
し
ま
せ
ん
）。

往復はがきの書き方（見開きの状態）

深
谷
市
本
住
町
17
番
１
号

深
谷
市
保
健
セ
ン
タ
ー 

行

※
空
欄

　

こ
こ
は
白
紙
の
ま
ま
！

〒 366-0823

往信（表） 返信（裏）

往信

あ
な
た
の
お
名
前　

様

あ
な
た
の
ご
住
所

平
成
21
年
度 

第
１
回

「
笑
い
と
健
康
」
講
演
会 

聴
講
希
望

①
郵
便
番
号
・
住
所

②
氏
名

③
電
話
番
号

④
希
望
人
数
（
１
人
ま
た
は
２
人
）

往信（裏）返信（表）

返信

昭和のいる・こいる

チャーリーカンパニー

市
、
民
生
・
児
童
委
員
、

警
察
、
医
療
機
関
お
よ

び
介
護
関
係
機
関
な
ど
が
連
携

し
、
高
齢
者
虐
待
や
困
難
事
例

な
ど
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整

備
し
ま
し
た
。

　

高
齢
者
虐
待
や
困
難
事
例
な

ど
を
発
見
し
た
場
合
は
、
速
や

か
に
長
寿
福
祉
課
、
各
総
合
支

所
福
祉
健
康
課
ま
た
は
所
管
の

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
連

絡
・
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
ん
な
と
き
は
通
報
・
連
絡
を

•
近
所
の
高
齢
者
に
、
い
つ
も

不
審
な
あ
ざ
や
け
が
が
あ
る
。

•
高
齢
者
を
罵ば

倒と
う

す
る
声
が
い

つ
も
聞
こ
え
る
。

•
介
護
が
必
要
な
高
齢
者
を
家

族
が
世
話
し
て
い
な
い
様
子

が
う
か
が
え
る
。

•
高
齢
者
が
徘は
い

徊か
い

を
繰
り
返

し
、
家
族
や
近
隣
者
が
捜
索

す
る
こ
と
が
あ
る
。

•
高
齢
者
の
介
護
に
つ
い
て
、

介
護
者
が
悩
ん
で
い
る
様
子

が
う
か
が
え
る
。

•
最
近
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢

者
の
姿
を
見
掛
け
な
い
。　

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

ね
ん
き
ん
定
期

便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
0570
‐

058
‐
５
５
５
、
IP
電
話
・
Ｐ

Ｈ
Ｓ
か
ら
は
☎
03
‐
６
７
０

０
‐
１
１
４
４
）

社
会
保
険
庁
で
は
、
４
月

か
ら
毎
年
誕
生
月
に「
ね

ん
き
ん
定
期
便
」
の
送
付
を

始
め
ま
し
た
。「
ね
ん
き
ん
定

期
便
」
と
は
、
年
金
記
録
を
定

期
的
に
確
認
で
き
る
よ
う
国
民

年
金
・
厚
生
年
金
の
現
役
加
入

者
に
送
ら
れ
る
も
の
で
す
。　

　
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
で
は
、

•
こ
れ
ま
で
の
年
金
加
入
期
間

と
年
金
加
入
履
歴

•
加
入
実
績
に
応
じ
た
年
金
見

込
み
額

•
こ
れ
ま
で
の
年
金
保
険
料
の

納
付
額

•
月
ご
と
の
年
金
保
険
料
の
納

付
状
況

な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
に
よ

り
年
金
記
録
を
ご
確
認
い
た
だ

き
、「
漏
れ
」や「
誤
り
」が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
同
封
の
回
答
票

で
ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ね
ん
き
ん
定
期
便
が
オ
レ
ン

ジ
の
封
筒
で
届
い
た
か
た
は
、

年
金
記
録
に
漏
れ
や
誤
り
の
あ

る
可
能
性
が
高
い
か
た
で
す
の

で
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
大
切
な
年
金
記
録

を
正
し
い
も
の
に
す
る
た
め
、

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
に
よ
る

年
金
記
録
の
確
認
に
ご
協
力
を

年金記録や年金額を
ご確認ください
「ねんきん定期便／年金額」

ね
ん
き
ん
定
期
便
を
送
付

し
て
い
ま
す

平
成
21
年
度
の
年
金
額

公
的
年
金
制
度
は
、
将
来

に
わ
た
っ
て
年
金
の
実

質
価
値
を
守
る
た
め
、
物
価
の

変
動
に
応
じ
年
金
額
も
改
定
さ

れ
ま
す
。
平
成
21
年
度
の
年
金

額
は
、
次
の
通
り
で
す
。

平成 21年度年金額

老齢基礎年金（満額） 　 792,100 円

障害基礎年金 １級 990,100 円

　 ２級 792,100 円

遺族基礎年金（子１人） 　 1,020,000 円

老齢福祉年金 　 405,800 円

問
い
合
わ
せ　

熊
谷
社
会
保
険

事
務
所（
☎
522
‐
５
１
３
２
）、

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
0570

‐
05
‐
１
１
６
５
）

連絡・通報先／市役所、各総合支所福祉健康課
連絡先 電話番号 平日 夜間、土・日曜日、休日

長 寿 福 祉 課 571‐1211

午前 8時 30 分～
午後 5時 15 分

24 時間対応
岡部福祉健康課 585‐2211

午前 8時 30 分～
午後 5時 15 分川本福祉健康課 583‐2781

花園福祉健康課 584‐1121

連絡・通報先／大里広域地域包括支援センター
連絡先 電話番号 担当地域 平日

FOMA・なごみ 598‐2552
幡羅、明戸、
豊里、八基、
大寄、上柴の
東方住所地

午前 8時 30 分～
午後 5時 15 分は な み ず き 551‐1115

上柴の東方・
人見住所地
以外、南

社会福祉協議会 573‐6869 深谷、岡部

ふ じ さ わ 苑 574‐1237
藤沢、上柴の
人見住所地、
川本、花園

※夜間、土・日曜日、休日は、警備員に状況をお話ください。
　緊急連絡により、関係職員が対応します。
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金
か
ら
は
特
別
徴
収
さ
れ
ま
せ
ん
）。

3
実
施
時
期

　

10
月
支
給
分
の
年
金
か
ら
特
別
徴

収
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
個
人
住
民
税

の
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
制
度

で
は
、
受
給
者
が
支
払
う
べ
き
個
人

住
民
税
を
社
会
保
険
庁
な
ど
の
「
年

金
保
険
者
」
が
市
へ
直
接
納
め
、
受

給
者
に
は
、
年
金
か
ら
個
人
住
民
税

を
差
し
引
い
た
額
が
支
払
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
納
税
の
た
め
に
金

融
機
関
へ
出
向
い
た
り
、
現
金
を
用

意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
制
度
は
、
個
人
住
民
税
の
支

払
い
方
法
を
変
更
す
る
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
に
よ
り
新
た
な
負
担
は
生
じ
ま

せ
ん
。

　

な
お
、
平
成
21
年
度
の
税
額
の
半

分
に
つ
い
て
は
、
６
月
お
よ
び
８
月

に
普
通
徴
収
（
納
税
通
知
書
に
よ
り

支
払
う
方
法
）
に
よ
り
、
納
め
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
年
金
所
得
以
外
の
所
得
に

係
る
個
人
住
民
税
お
よ
び
対
象
と
な

ら
な
い
か
た
の
個
人
住
民
税
に
つ
い

て
は
、
従
来
通
り
の
方
法
に
よ
り
お

支
払
い
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

10
月
か
ら
、
公
的
年
金
に
係
る

所
得
に
対
す
る
個
人
住
民
税

（
市
・
県
民
税
）
の
支
払
い
方
法
が

変
わ
り
ま
す
。

　

公
的
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
て
、

個
人
住
民
税
の
納
税
義
務
の
あ
る
か

た
は
、
現
在
、
市
役
所
、
銀
行
な
ど

の
窓
口
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
り
個

人
住
民
税
を
お
支
払
い
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
今
回
の
制
度
導
入
に
よ

り
、
個
人
住
民
税
が
公
的
年
金
か
ら

特
別
徴
収
（
天
引
き
）
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

1
対
象　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た 

　

す
か
た

■
平
成
21
年
４
月
１
日
現
在
で
、
年

齢
が
65
歳
以
上
の
公
的
年
金
受
給

者
で
、
個
人
住
民
税
の
納
税
義
務

の
あ
る
か
た

■
年
額
18
万
円
以
上
の
老
齢
基
礎
年

金
ま
た
は
老
齢
年
金
、
退
職
年
金

な
ど
を
受
給
し
て
い
る
か
た
（
介

護
保
険
料
の
特
別
徴
収
と
同
様
）

2
対
象
と
な
る
税
額

　

厚
生
年
金
、
共
済
年
金
、
企
業
年

金
な
ど
を
含
む
す
べ
て
の
公
的
年
金

な
ど
に
係
る
所
得
額
に
応
じ
た
税
額

が
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
そ
の
税
額
は
、
老
齢

基
礎
年
金
ま
た
は
老
齢
年
金
、
退
職

年
金
な
ど
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
ま
す

（
い
わ
ゆ
る
２
階
・
３
階
部
分
の
年

65歳以上の個人住民税納税者で
公的年金を受給されているかたへ

●問い合わせ　市民税課（☎574－ 6637）「公的年金からの特別徴収（天引き）」

祝!! 100 歳

峯
みねぎし

岸金
きん

治
じ

さん（上柴町）　
5月 21日生

三
み

友
とも

ウメさん（横瀬）　
5月 11日生

田
た

端
ばた

わかさん（上柴町）　
5月 5日生

正
しょう

田
だ

シゲさん（原郷）　
5月 1日生

お誕生日
おめでとう
ございます

　5月に４人のかたが、100 歳のお
誕生日を迎えられ、市から記念品や
花束、色紙などを贈りました。
　いつまでも、お元気でいてくださ
いね♪

Hum
an　LibraryHum
an　Library

 

ふかや花フェスタ
   ＆オープンガーデンフェスタ
手塩に育てたお庭と好評せり市

ふかや緑の王国春まつり
初公開のサステナブルガーデン
とロープを使った木登り体験

　4月 25・26 日の 2 日間にわたり開催されました。初日
はあいにくの雨でしたが、オープンガーデンフェスタは
81 軒、緑の王国では、シンボルガーデン「深谷サステナ
ブルガーデン」も初公開され、２日間で約 40,000 人の来
場者が花やイベントを楽しみました。

　消防庁長官表彰を受賞
　3月 6日に東京虎ノ門の日本消防会館において、深谷市消防団
が消防庁長官から表彰されました。
　今回の受賞は、深谷市消防団が地域の消防行政に大いに貢献し、
かつ永年の功績が評価されたことによる栄誉です。

 　女性消防団員入団
　消防活動の強化、地域に密着した防火・防災活動を推進
するため、4月 1 日付けで深谷市消防団に、15 人の女性消
防団員が入団しました。4月 7日には、市長公室において、
新井市長に入団の報告を行い、坂

さか

田
た

消防団長から辞令が交
付されました。今後、広報啓発活動や地域防災指導などを
行い、地域防災力の向上に努めてまいります。

　4 月 16 日に埼玉県電気工事工業組合、5月 8 日に深谷市薬剤
師会と災害時における防災協定を締結しました。
　災害が発生した場合、市からの支援要請で、市内の公共施設
などの電気設備の復旧活動や、医薬品等の優先的な調達、供給
などについて協力するものです。

　電気工事工業組合と薬剤師会との防災協定を締結

深谷市薬剤師会

埼玉県電気工事
工業組合

　第 6回ふかや花フェスタ＆オープンガーデンフェスタ
　第 1回ふかや緑の王国春まつり
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子育て支援センター
ポツ　ポツ　ポツ　ポツ　雨こんこん

☎ 574 － 8002
☎ 551 － 5055
☎ 587 － 1170
☎ 585 － 4101

● 桜ヶ丘子育て支援センター
● 藤沢子育て支援センター
● 豊里子育て支援センター
● おかべ子育て支援センター

問い合わせ

相談名 内容 とき ところ 問い合わせ

教育
子どもの非行や不登校、
いじめなど、学校生活上
の悩み

電話相談・来所相談ともに毎週月～金曜日（祝休日を除く）
午前 9時～正午・午後 1時～ 4時 30 分
ファックス・Ｅメールは 24 時間受け付け 教育庁舎内教育研究所

学校教育課
（教育研究所）
☎ 572 － 9456

フリーダイヤル・５0120－4－78374　３e-net@city.fukaya.saitama.jp
家庭・児童・
母子

家庭、育児、不登校など
の相談

毎週月～金曜日（祝休日を除く）
午前 9時～午後 4時 市役所家庭児童相談室 児童課

☎ 574 － 6646

子どもの
虐待防止
ホットライン

虐待が疑われる子どもを見つけた場合は、ホットラインへご連絡ください。 ☎ 574 － 3000
（家庭児童相談室内）

子ども
スマイルネット

子ども(原則18歳未満)にかか
わるすべての悩み電話相談

平日 午前９時～午後９時30分
土・日曜日 午前９時～午後5時   （祝休日・年末年始を除く） 電話で随時受け付け 子どもスマイルネット

☎ 048 － 822 － 7007

行政相談 行政に関する苦情など  6 月 11 日㈭・18 日㈭、 7 月 9 日㈭・16 日㈭
午後 1時 30 分～ 4時 市役所西別館 201 会議室 くらしいきいき課

☎ 574 － 6633

法律相談
相続、離婚、金銭貸借、
商取引などの法律に関す
ること

毎週火曜日・毎月第 1木曜日（祝休日を除く）
午後 1時 30 分～ 4時　定員各日 10 人
予約制（電話で受け付け）担当＝弁護士
※各総合支所の法律相談はなくなりました。

相談を希望される場合は、
担当課へご連絡ください

くらしいきいき課
☎ 574 － 6633

市民相談 市民生活全般
毎週月～金曜日（祝休日を除く）
午前 9時 30 分～正午・午後 1時～ 4時 30 分
（受け付け：午後 4時まで）担当＝市民相談員

市役所北別館市民相談室 くらしいきいき課
☎ 574 － 6633

消費生活 商品契約に関する苦情など
毎週月・水・金曜日（祝休日を除く）
午前 10 時～正午・午後 1時～ 4時
担当＝消費生活相談員

相談を希望される場合は、
担当課へご連絡ください

くらしいきいき課
☎ 574 － 6633

悪質商法
110番

悪質商法に関する相談お
よびクーリングオフの仕
方など

毎週月～金曜日（祝休日を除く）
午前 9時～正午・午後 1時～ 4時 30 分
担当＝くらしいきいき課職員

電話で随時受け付け くらしいきいき課
☎ 574 － 8527

県民法律相談 弁護士による法律相談
予約制 毎月第 1・3・4水曜日 午後 1時～ 4時 県北部地域振興センター

（県地方庁舎 1階）
県北部地域振興センター
☎ 522 － 6506

県民相談・
交通事故相談

家庭の困り事や交通事故
相談 毎週月～金曜日 午前 9時～午後 4時 県北部地域振興センター

（県地方庁舎 1階）

県北部地域振興センター
☎ 522 － 6506
（県民相談）
☎ 521 － 7300
（交通事故相談）

住宅相談
住宅の新築・増改築・リフォー
ム、耐震診断、ユニバーサルデ
ザイン化など住宅に関する相談

毎月第 2・4土曜日 午前 9時～正午 南公民館中会議室 開発指導課
☎ 574 － 6655

税務 税理士による税一般に関
する相談

 6 月 22 日㈪午前 10 時～午後 4時
担当＝税理士会会員 市役所西別館 201 会議室 市民税課

☎ 574 － 6637

納税相談 市税の納付と納付に関す
る相談 毎月第１日曜日 午前9時～午後4時 収税課 収税課

☎ 574 － 6639

よろず
人権相談

人権擁護委員による、生
活全般で感じた人権上の
困り事や悩みの相談

 6 月 10 日㈬、 7 月 10 日㈮
午前 10 時～午後 3時 市役所西別館 301 会議室

人権政策課
☎ 574 － 6643 6 月 22 日㈪、 7 月 21 日㈫午前 10 時～午後 3時 岡部総合支所 1階会議室

 6 月 22 日㈪、 7 月 21 日㈫午前 10 時～午後 3時 川本総合支所 1階相談室
 6 月 22 日㈪、 7 月 21 日㈫午前 10 時～午後 3時 花園総合支所 203 会議室

内職・就職・
求人

・内職に関する仕事の紹介
・就職に関する相談
・求人情報の提供

毎週月～金曜日 午前 10 時～正午・午後 1時～ 3時
（いずれも祝休日を除く）内職・就職は予約制
※ 7月から毎週月・木曜日の週 2回になります。

産業会館 3階就職相談室 商工振興課
☎ 574 － 6650

結婚 結婚に関する相談、紹介
など

 6 月 4 日㈭・ 21 日㈰ 、 7 月 2 日㈭・ 19 日㈰
 午後 1時～ 3時 深谷コミュニティセンター 社会福祉協議会

☎ 573 － 6563

エイズ相談・
エイズ検査

エイズなどに関する相談
と血液検査　予約制
※原則無料・匿名
※エイズ即日検査は採血後
60分で結果が分かります

※通常検査ではＢ・Ｃ型肝
炎、梅毒検査（無料）、ク
ラミジア検査（有料）も
受けられます

エイズ即日検査  6 月 4 日㈭、 7 月 2 日㈭
午後 1時～ 3時

熊谷保健所 熊谷保健所
☎ 523 － 2811

エイズ夜間検査  6 月 4 日㈭、 7 月 2 日㈭
午後 5時 30 分～ 6時 30 分

通常検査
 6 月 23 日㈫、 7 月 28 日㈫
午前 10 時～ 11 時
午後 5時 30 分～ 6時 30 分

精神保健
福祉相談

精神科医師による精神保健
福祉に関する相談　予約制  7 月 23 日㈭午後 1時～ 2時 熊谷保健所 熊谷保健所

☎ 523 － 2811

○以下の事業は予約制です　　6月 16日㈫午前 9時から電話でお申し込みいただけます
受け付け 事業名 内　　　容 会　場　・　日　時 対　　象 募集人員 参加料

桜ヶ丘子育て支援センター

わくわく教室
親子でたっぷりスキンシッ
プを取って遊べるひととき
です

桜ヶ丘子育て支援センター
 7月  8・22日㈬午前 10時 30 分～ 11時 30 分
 7 月  1・15日㈬午前 10時 30 分～ 11時 30 分
 7 月29日㈬午前 10時 30 分～ 11時 30 分

1 歳半未満児
1歳半以上児
お誕生月の子 各 日

先着 20 組 無料

おはなし教室 豊かな心をはぐくむ絵本の
読み聞かせです

桜ヶ丘子育て支援センター
 7月3・17・31日㈮午前 10時 30 分～ 11時 30 分

 7 月10・24日㈮午前 10時 30 分～ 11時 30 分

1 歳半未満児

1歳半以上児

藤沢子育て支援センター

給食体験
給食を食べながら栄養士
が食事や栄養について相
談に応じます

藤沢子育て支援センター
 7月14日㈫午前 11時～正午

離乳食を終了してい
る未就学児 先着 7 組 親 300 円

子 250 円

ベビービクス
赤ちゃんとたっぷりス
キン シップ を 取 って
体をほぐして遊びましょう

深谷生涯学習センター・深谷公民館
 7月23日㈭午前 10時 30 分～ 11時 30 分 1 歳半未満児 先着 30 組

無料

おかべ子育て支援センター ヨガ教室 ヨガで子育ての疲れをリフ
レッシュしませんか？

おかべ子育て支援センター
 7月18日㈯午前 10時 30 分～ 11時 30 分

幼稚園や保育園に
通っていない未就
学児の保護者

先着 20 人

○以下の事業は予約不要です
受け付け 事業名 内　　　容 会　場　・　日　時 対　　象 募集人員 参加料

各会場に直接お越
しください

わくわく教室
親子でたっぷりスキンシッ
プを取って遊べるひととき
です

藤沢子育て支援センター
 第 1・3水曜日　午前 10時 30 分～ 11時 30 分

 第 2・4水曜日　午前 10時 30 分～ 11時 30 分

1 歳半以上児

1歳半未満児

人数の制限
はありません 無料

おかべ子育て支援センター
 第 1・3水曜日　午前 10時 30 分～ 11時 30 分

 第 2・4水曜日　午前 10時 30 分～ 11時 30 分

1 歳半未満児

1歳半以上児

豊里子育て支援センター
 毎週水曜日　午前 10時 30 分～ 11時 30 分

幼稚園や保育園に
通っていない未就
学児

おはなし教室 豊かな心をはぐくむ絵本の
読み聞かせです

藤沢子育て支援センター
 第 1・3金曜日　午前 10時 30 分～ 11時 30 分

 第 2・4金曜日　午前 10時 30 分～ 11時 30 分

1 歳半未満児

1歳半以上児

おかべ子育て支援センター
 第 1・3金曜日　午前 10時 30 分～ 11時 30 分

 第 2・4金曜日　午前 10時 30 分～ 11時 30 分

1 歳半以上児

1歳半未満児

豊里子育て支援センター
 毎週金曜日　午前 10時 30 分～ 11時 30 分

幼稚園や保育園に
通っていない未就
学児

育児相談 子育ての悩みを一緒に考
えましょう

各子育て支援センター
 毎週火・木・土曜日 （随時相談に応じます）

広場
事業のない時間、子育て
支援センターを開放してい
ます

各子育て支援センター
 午前 9時～正午
 午後 2時 30 分～ 4時 30 分
 （詳しくはお問い合わせください）

パワフルらんど
わくわく・おはなし教室が
はたらふれあい館でも楽し
めます

はたらふれあい館
 6月18日㈭午前 10時 30 分～ 11時 30 分
 7 月  2日㈭午前 10時 30 分～ 11時 30 分

1 歳半未満児
1歳半以上児

※市ホームページまたは市モバイルサイトでもご覧いただけます。
※子育て支援センターは、幼稚園や保育園に通っていない未就学児と保護者のかたが利用できます。
※子育て支援センターは、日・月曜日、祝休日はお休みです。
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みんなの健康みんなの健康 Health Navi

Health Navi
みんなの健康みんなの健康

　　深谷市保健センター（☎ 575ー 1101）
　　岡部保健センター（岡部福祉健康課・☎ 585ー 2214）

●川本区域のかたを対象とした保健事業　　　問い合わせは、川本福祉健康課（☎583－ 2532）へ

　　総合健診センター（問い合わせは、深谷市保健センターへ）
　　おかべ子育て支援センター（問い合わせは、岡部福祉健康課へ）

事業名 実施日時など 会場 対象者など

マタニティ教室
 6 月  5 日㈮

12 日㈮
20 日㈯

午前 9時 20 分～ 11 時 50 分
おおむね妊娠中期（16 週～ 27 週）の妊婦と夫、
祖父母
※要電話予約

乳幼児相談

 6 月 10 日㈬ 午前 10 時～ 11 時 30 分
午後  1 時～  4 時

未就学児とその保護者
※午後は要電話予約

 6 月 15 日㈪ 午前 10 時～ 11 時 30 分
午後  1 時～  4 時

 6 月 24 日㈬ 午前 10 時～ 11 時 30 分
午後  1 時～  4 時

 6 月 29 日㈪ 午前 10 時～ 11 時 30 分
午後  1 時～  4 時

子育ての広場
時間は午前 10 時～午後 4時、29 日㈪のおかべ子育て支援センター
は午前 10 時～正午
■実施日・会場は、乳幼児相談と同様

子育て中の保護者とお子さん（未就学児）の
交流の場としてお部屋を開放

健康相談 毎週月～金曜日
（祝休日を除く） 午前 8時 30 分～午後 5時 15 分 電話相談は随時

※面接は要電話予約

こころの健康相談  6 月 16 日㈫ 午後 2時～ 3時 50 分
精神的不安や対人関係、お酒に関する悩み、心の
病気などや福祉制度などについて相談のあるかた
※要電話予約

●市内全区域のかたを対象とした保健事業　　 　　 問い合わせは、各会場（上記）へ

会場 会場

花園

深谷

川本

深谷

おか
深谷
岡部

　　川本保健センター（川本福祉健康課・☎ 583ー 2532）
　　花園保健センター（花園福祉健康課・☎ 584ー 1123）
川本
花園

総合

おか

●深谷区域のかたを対象とした保健事業　　　問い合わせは、深谷市保健センター（☎575－ 1101）へ
事業名 実施日時など 会場 対象者など

離乳食教室
 6 月  9 日㈫

（受け付け：午前 9時 45 分～ 10 時） おおむね 3 ～ 4 か月児　※ 1週間前までに要電話
予約（保育を希望されるかたは予約時にご相談ください） 7 月  7 日㈫

4か月児健康診査

 6 月 12 日㈮

（受け付け：午後 1時～ 2時）

平成 21 年   1 月 28 日～   2 月  6 日生まれ

 6 月 19 日㈮ 平成 21 年  2 月  7 日～  2 月 15 日生まれ

 7 月  3 日㈮ 平成 21 年  2 月 16 日～  2 月 24 日生まれ

1歳 6か月児
健康診査

 6 月 18 日㈭
（受け付け：午後 1時～ 2時）

平成 19 年 11 月 17 日～ 11 月 30 日生まれ

 7 月  9 日㈭ 平成 19 年 12 月  1 日～ 12 月 15 日生まれ

3歳児健康診査
 6 月 25 日㈭

（受け付け：午後 1時～ 2時）
平成 17 年 11 月 14 日～  11 月 30 日生まれ

 7 月 16 日㈭ 平成 17 年 12 月  1 日～  12 月 15 日生まれ

BCG接種

 6 月 15 日㈪

（受け付け：午後 1時～ 1時 30 分）

平成 21 年   2月 16 日～   2 月 21 日生まれ

 6 月 16 日㈫ 平成 21 年   2 月 22 日～   2 月 26 日生まれ

 6 月 22 日㈪ 平成 21 年   2 月 27 日～   3 月  6 日生まれ

 6 月 23 日㈫ 平成 21 年   3 月  7 日～   3 月 15 日生まれ

総合

深谷

深谷

深谷

深谷

●花園区域のかたを対象とした保健事業　　　問い合わせは、花園福祉健康課（☎584－ 1123）へ

休日急患の診療
休日急患診療所 こども夜間診療所

  6 月 7 日・14 日・21 日・28 日
診療日

6 月 6 日・7日・13 日・14 日・20 日・21 日
27日・28日

  7 月 5 日・12 日・19 日・20 日・26 日 7 月 4日・  5 日・11 日・12 日・18 日・19 日
20 日・25 日・26 日

午前 9 時～正午・午後 2 時～ 5時 診療時間 午後 7時～10 時

内科・小児科 診療科目 小児科・内科

休日急患診療・こども夜間診療の診療場所は、総合健診センター・休日急患診療所（常盤町・☎573－7723）です。
※休日急患診療・こども夜間診療の日時は、変更になる場合があります。
※休日急患診療・こども夜間診療の日時は、携帯電話からもご確認いただけます。Ｂhttp://mobile.city.fukaya.saitama.jp/

●岡部区域のかたを対象とした保健事業　　　問い合わせは、岡部福祉健康課（☎585－ 2214）へ
事業名 実施日時など 会場 対象者など

1歳6か月児
健康診査  6 月 10 日㈬ （受け付け：午後 1時～ 2時） 平成 19 年 10 月・ 11 月生まれ

3歳児健康診査  7 月  2 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 2時） 平成 17 年 12 月・ 平成 18 年 1 月生まれ

BCG接種

 6 月 15 日㈪

（受け付け：午後 1時～ 1時 30 分）

平成 21 年   2月 16 日～   2 月 21 日生まれ

 6 月 16 日㈫ 平成 21 年   2 月 22 日～   2 月 26 日生まれ

 6 月 22 日㈪ 平成 21 年   2 月 27 日～   3 月  6 日生まれ

 6 月 23 日㈫ 平成 21 年   3 月  7 日～   3 月 15 日生まれ

ポリオ  7 月  8 日㈬ （受け付け：午後 1時～ 2時） 初回：平成 20 年　8 月～ 10 月生まれ
追加：平成 20 年　2 月～  4 月生まれ

総合

岡部

岡部

眼科・耳鼻咽喉科休日診療医院
とき 休日診療医院名 問い合わせ

6月 28日㈰ 正田眼科 ☎ 571 － 1198
とき 休日診療医院名 問い合わせ

6月  7日㈰
神足眼科医院 ☎ 574 － 6754
花園耳鼻咽喉科医院 ☎ 584 － 6512

※眼科・耳鼻咽喉科休日診療医院は、携帯電話からもご確認いただけます。Ｂhttp://mobile.city.fukaya.saitama.jp/
※眼科・耳鼻咽喉科休日診療医院は、変更になる場合があります。

事業名 実施日時など 会場 対象者など
1歳6か月児

健康診査  7 月 10 日㈮ （受け付け：午後 1時～ 2時） 平成 19 年 11 月・ 12 月生まれ

3歳児健康診査  6 月 26 日㈮ （受け付け：午後 1時～ 2時） 平成 17 年 11 月・ 12 月生まれ

BCG接種  7 月  7 日㈫ （受け付け：午後 1時～ 1時 30 分） 平成 21 年　3 月生まれ

川本

川本

花園

事業名 実施日時など 会場 対象者など
1歳6か月児

健康診査  7 月 10 日㈮ （受け付け：午後 1時～ 2時） 平成 19 年 11 月・ 12 月生まれ

3歳児健康診査  6 月 26 日㈮ （受け付け：午後 1時～ 2時） 平成 17 年 11 月・ 12 月生まれ

BCG接種  7 月  7 日㈫ （受け付け：午後 1時～ 1時 30 分） 平成 21 年　3 月生まれ

川本

川本

花園

花園

岡部
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情報ひろばの見方

１＝問い合わせ　　２＝申し込み　　☎＝電話　　５＝ファックス　　３＝ Eメール　　Ｃ＝ホームページ

19 18
■保育士・学童保育室指導員（臨時職員）を募集しています。

１保育課（☎ 574 － 8648）

プールプログラム（アクアビクス編）
プログラム 内　容 と　き 定　員

アクアビクス
■講師　保

ほ

泉
ずみ

亜
あ

希
き

子
こ

アクアビクスは、水中で行うエアロビクス（有酸素運動）
です。水中で行うことで、負担を軽減でき、関節、特にひ
ざや腰などの痛みがあっても行うことができます。動作が
一見激しい運動には見えませんが、水の抵抗・浮力・水圧
など陸上にはない制約が多くあり、少しの運動でもエネル
ギー消費が大きいのです。

6 月 1 日 ～ 7 月 13 日 ま
での毎週月曜日（全７回）
午後 7時～ 7時 30 分

各回 20人
■使用予定プール　造波プール

アクアビクス＆ウオーク
■講師　保泉亜希子

水の浮力を利用し、水中での最も効果的なウオーキン
グとアクアビクスを組み合わせて行いながら、運動効
果を高めていきます。

６月 3 日～７月 15 日ま
での毎週水曜日（全７回）
午後 2時～ 2時 40 分

各回 20人
■使用予定プール　造波プール

※参加料は無料 (別途プール利用料が必要）
※申し込みは不要です。ご希望のプログラム開催時間に使用予定プールにお集まりください。
※プログラムは変更・中止の場合がありますので、事前にお問い合わせください。
※7月18日㈯～8月31日㈪のプールプログラムは、お休みです。9月以降の予定については、広報ふかや８月号および館内ポスター
などでお知らせします。

行事名 内　容 と　き 費　用 申し込み・備　考
正しい水分補給と栄養に
ついての勉強会と水泳教室

■講師　岡
おか

田
だ

智
とも

奈
な

（大塚アカデミー）

長
は

谷
せ

川
がわ

紀
のり

雄
お

小・中学生と保護者を対象に、正しい水分
補給の仕方や食育について、楽しく分かり
やすい内容で勉強会を開催します。また、
勉強会終了後、水泳教室を開催します。
参加者には、オリジナルスポーツキット
（巾着袋、ボトル、1ℓ用パウダー）をプ
レゼント！

6 月 20 日㈯
勉強会
午前 9時 30 分

～ 10時 10 分
水泳教室
午前 10時 30 分

～ 11時 20 分

無料
※水泳教室参加
希望者は、別
途プール利用
料が必要です。

■定員　30 人
■ところ　パティオ研修室
１および 25ｍプール

２パティオへ

愛とサプライズの花ギフト

■講師　米
よね

山
やま

秀
しゅう

切り花を長持ちさせる技術を学びなが
ら、ギフトボックスを用いた簡単フラ
ワーアレンジを楽しみませんか？

6 月 27 日㈯　
午後 1時 30 分

～ 3時 30 分
2,000 円

■定員 20 人
■ところ　1階フラワーホ
スピタル

２6 月 15 日㈪までに直接
または電話でパティオへ

無料園芸相談
園芸に関する疑問に親切・丁寧にお答
えします。
何でもお気軽にご相談ください。

毎週日曜日
※都合により変更とな
　る場合があります。

無　料
■ところ　1階フラワーホ
スピタル

■相談員　門
かど

井
い

照
てる

光
みつ

会　場 イベント名 内　容 と　き 備　考

深谷市立図書館
☎ 571ー 8210

ちいさい子のた
めのおはなし会 － ６月 10日㈬ 午前 11時～ －

おはなし会 － ６月 27日㈯ 午前 10時 30 分～ －
岡部図書館

☎ 585ー 5968 えいが会 映画「ごんぎつね」・「七夕さま」 ６月 20日㈯ 午前 10時 30 分～ ■ところ　岡部公民館2階視聴覚室

川本図書館
☎ 583ー 6250 おはなし会

絵本の読み聞かせ「おさるのおいかけっ
こ」・「14ひきのあさごはん」、紙芝居「ど
んぐりとやまねこ」、折り紙教室

６月 13日㈯ 午後２時～３時 ■対象　5歳くらい～小学校低学年

花園図書館
（アクロス）
☎ 579ー 1333

子どもおはなし・
映画会

おはなしと映画「雨をふらせる小
熊くん」 ６月 14日㈰ 午前 10時 30 分～ ■対象　幼児・小学校低学年

おはなし玉手箱
（おはなし会）

絵本、紙芝居、手遊び、ストーリー
テリング（語り） ６月 14日㈰ 午後 3時～ ■対象　幼児・小学生

■図書館休館日（４館共通）
　〔6月〕1日㈪・2日㈫・8日㈪・15日㈪・22日㈪・29日㈪・30日㈫　　〔7月〕6日㈪・13日㈪・21日㈫・27日㈪・31日㈮

図書館

グリーンパーク・パティオ ☎574‐5000　　　

パソコン教室

情報ひろば

●市役所窓口取扱時間

•月～金曜日
　午前8時 30分～午後5時 15分まで（祝休日を除く）
•木曜日
　市役所本庁舎 1・2階の窓口業務は午後 7時 15分ま
で（ほかの機関との調整が必要なものについては、一
部取り扱えない業務があります）

●火災（消防車の出動）の問い合わせ
テレホンサービス番号  0180-99-4944
※医療機関情報の問い合わせは指令課（☎571‐0119）へ

■広報ふかやは、点字版とテープ・ＣＤ版も発行しています。送付を希望されるか
たは市社会福祉協議会 (☎ 573‐6563) へご連絡ください。

６月

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

●防災行政無線放送内容のご案内

※通話料のみで、情報料は掛かりません。

きゅうきゅうよぼうさい

テレホンサービス番号  0180-99-4431

  市役所の連絡先

■本庁舎（〠366‐8501深谷市仲町11‐1）
　☎571‐1211（代表）
■岡部総合支所（〠369‐0292深谷市岡2381‐1）
　☎585‐2211（岡部総務課）

■川本総合支所（〠369‐1192深谷市田中197）
　☎583‐2781（川本総務課）
■花園総合支所（〠369‐1293深谷市小前田2345）
　☎584‐1121（花園総務課）

人口：147,768人　　男性：73,789人　　女性：73,979人　　世帯数：54,070世帯　（平成21年5月1日現在・外国籍のかたも含みます）

主 な 施 設 か ら の お 知 ら せ
情報ひろばの見方
１＝問い合わせ　 ２＝申し込み　 ☎＝電話
５＝ファックス　 ３＝ Eメール　 Ｃ＝ホームページ

営業時間 入場料 注意

午前 10時～午後 9時
（最終入場は午後8時 15分）

毎週火曜日休館

一般＝ 800 円
小・中学生＝ 400 円
※７・８月は、３時間制となり
ます。３時間超過時は、30分
ごとに一般 200 円、小・中学
生 100 円の料金が必要です。

※オムツが取れていないお子さんや、水着を着用していないかたのご入場はできません。
飲食物・撮影機器の持ち込みはできません。また、小学校３年生以下のかたには、保
護者の同伴が必要となります。車いすをご利用のかたは、スタッフにお声掛けください。
入れ墨やタトゥーなどを入れているかたは、ラッシュガードの着用をお願いします。

　その他、市およびパティオが定める諸規則などに従っていただけない場合は、ご利
用をお断りすることがあります。

5 月下旬にユリの球根植えが終わりました。開花時期は、天候にもよりますが、7月下旬ごろです。ぜひお越しください。

ところ 講 座 名 内　容 と　き（7月） 定員 参加料 対　象

深谷生涯学習セン
ター・深谷公民館
☎ 571ー 0506

わくわく入力 文字入力のマスターと文節変
換・単語登録

1日㈬
2日㈭

午前 9時
～ 11時 45 分

先着
18人

500 円
（資料代）

パソコン入門受講済み
または同レベルのかた

メール入門
メールの作成、送受信、返信。
アドレス帳の登録と利用、写
真の添付

6日㈪
7日㈫

日本語入力ができるか
たラベル作成 オリジナルカード、シールの

作成 13日㈪

アイロン
プリント作成

デジカメ写真をアイロンプリ
ント用紙に印刷し、オリジナ
ル作品の作成

27日㈪

ネットアルバム
を作ろう！

簡単に作れるインターネット
アルバム（デジブック）の体
験

4日㈯ 午前 9時～正午
先着
12人

インターネットの基本
操作ができるかた（デジ
カメをお持ちください）

iPod の楽しみ方
音楽 CD を iPod 用ファイル
に変換し、iPod 用ソフトに
取り込む

28日㈫ 午前 10時
～正午

文字入力、パソコンの
基本操作ができるかた

岡部公民館
☎ 585ー 4974 パソコン基礎講座 パソコンの起動、Windows

基礎、日本語入力のマスター
14日㈫
21日㈫
28日㈫

午前 9時
～ 11時 45 分

先着
12人

1,000 円
（資料代）

パソコンの初歩から学
びたいかた

川本公民館
☎ 583－ 3234 Word 基礎講座

文書の装飾、表の作成、ワー
ドアート・イラストや写真の
挿入

9日㈭
16日㈭
23日㈭

午前 9時
～ 11時 45 分

先着
12人

1,000 円
（資料代）

日本語入力ができるか
た

花園公民館
☎ 584ー 2184 Excel 基礎講座

表の作成、計算式の入力、関
数の利用、データの並べ替え
と抽出

8日㈬
15日㈬
22日㈬

午前 9時
～ 11時 45 分

先着
12人

1,000 円
（資料代）

日本語入力ができるか
た

１２6 月 23 日㈫午前 9時から、参加料を添えて各会場となる公民館へ
■対象　市内在住か在勤者で、各対象要件を満たすかた

募
集

青
少
年
相
談
員
募
集
‼

１
生
涯
学
習
課（
☎
572
‐
９
５
８
１
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
楽
し
く

遊
ぶ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま

す
。
１
年
を
通
し
て
、
企
画
か
ら

運
営
ま
で
、
同
世
代
の
仲
間
と
協

力
し
て
行
い
ま
す
。

応
募
資
格　

市
内
在
住
か
在
勤
の

18
歳
〜
32
歳
ま
で
の
か
た
（
た

だ
し
、
高
校
生
を
除
く
）

２
生
涯
学
習
課
へ

青
少
年
相
談
員
『
夏
キ
ャ
ン
プ

大
会
』
協
力
ス
タ
ッ
フ
大
募
集

１
生
涯
学
習
課（
☎
572
‐
９
５
８
１
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

青
少
年
相
談
員
と
一
緒
に
「
夏

キ
ャ
ン
プ
大
会
」
を
盛
り
上
げ
て

い
た
だ
け
る
か
た
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

市
内
在
住
か
在
学
の

中
・
高
・
大
学
生
お
よ
び
社
会

人
（
30
歳
ま
で
）

と
き　

８
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰

と
こ
ろ　

小
川
げ
ん
き
プ
ラ
ザ

２
生
涯
学
習
課
へ

深
谷
市
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

参
加
生
徒
募
集
‼

１
深
谷
商
工
会
議
所
（
☎
571
‐
２
１
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と
き　

７
月
18
日
㈯
〜
20
日
㈷
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ　

深
谷
赤
十
字
病
院

内
容　

高
齢
者
の
病
気
や
事
故
の

予
防
、
要
介
護
者
の
自
立
に
向

け
た
介
護
の
仕
方
な
ど

定
員　
30
人（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

受
講
料　
１
，０
０
０
円（
教
材
費
）

２
①
と
同
様
で
、
コ
ー
ス
名
の
み

「
Ｆ
‐
３
」

催
し

も
く
せ
い
館
天
体
観
望
会

１
も
く
せ
い
館（
☎
583
‐
７
７
３
３
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

テ
ー
マ
「
夏
の
星
座
を
見
る
」

と
き　

６
月
20
日
㈯
午
後
７
時
〜

（
雨
天
・
曇
天
の
場
合
は
27
日

㈯
午
後
７
時
〜
）

と
こ
ろ　

も
く
せ
い
館
天
体
観
測
室

２
当
日
も
く
せ
い
館
で
受
け
付
け

ま
す
。
夜
間
の
活
動
と
な
り
ま

す
の
で
、
小
・
中
学
生
は
保
護

者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

津
軽
三
味
線
澤
田
会
家
元
・

澤さ
わ

田だ

勝か
つ

秋あ
き

＆
木き

津つ

茂し
げ

理り　

つ
る
と
か
め
コ
ン
サ
ー
ト

１
深
谷
市
民
文
化
会
館
（
☎
573
‐

８
７
６
５
）

　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

津
軽
三
味
線
の
澤
田
会
家
元
・

澤
田
勝
秋
と
民
謡
会
屈
指
の
視
野

を
持
つ
歌
手
・
太
鼓
奏
者
の
木
津

茂
理
が
結
成
し
た
コ
ラ
ボ
ユ
ニ
ッ

ト
〝
つ
る
と
か
め
〞に
よ
る
コ
ン

サ
ー
ト
で
す
。

と
き　

９
月
５
日
㈯
開
場
＝
午
後

２
時
30
分
、 

開
演
＝
午
後
３
時

と
こ
ろ　

深
谷
市
民
文
化
会
館
小

ホ
ー
ル

入
場
料　
全
席
指
定
３
，
５
０
０
円

前
売
り　

６
月
７
日
㈰
午
前
10
時

か
ら
、
深
谷
市
民
文
化
会
館
で

発
売
開
始

だ
ん
ら
ん
か
ら
の
お
知
ら
せ

１
深
谷
地
域
福
祉
事
務
所
だ
ん
ら

ん
（
☎
574
‐
９
０
６
５
・
５
574

‐
９
０
６
４
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

①
親
子
あ
そ
び
教
室

と
き　

毎
月
第
２
日
曜
日
午
前
10

時
〜
11
時

３
月
14
日

２
月
14
日

１
月
10
日

12
月
13
日

11
月
8
日

10
月
11
日

９
月
13
日

８
月
９
日

７
月
12
日

６
月
14
日

と
き

パ
ラ
バ
ル
ー
ン
遊
び
ほ
か

フ
ー
プ
で
遊
ぼ
う
ほ
か

新
聞
紙
で
遊
ぶ
ほ
か

ク
リ
ス
マ
ス
お
楽
し
み
会
ほ
か

転
が
っ
て
遊
ぼ
う
ほ
か

く
ぐ
り
っ
こ
遊
び
ほ
か

パ
ラ
バ
ル
ー
ン
遊
び
ほ
か

水
遊
び
ほ
か

水
遊
び
ほ
か

親
子
体
操
ほ
か内　

容

②
み
ん
な
で
う
た
う
童
謡
の
会

と
き　

毎
月
第
３
日
曜
日
午
前
10

時
〜
正
午

内
容　

手
話
で
童
謡
を
う
た
い
、

脳
を
活
性
化
し
ま
す
。

〔
①
②
共
通
〕

と
こ
ろ　

深
谷
地
域
福
祉
事
務
所

だ
ん
ら
ん
（
天
神
町
４
‐
35
）

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ル
ー
ム

参
加
料　

無
料

２
深
谷
地
域
福
祉
事
務
所
だ
ん
ら

ん
へ

劇
団
俳
優
座
「
コ
ル
チ
ャ
ッ
ク
」

１
虹
の
演
劇
鑑
賞
会
（
☎
573
‐
２

２
８
２
）、
埼
玉
土
建
（
☎
581

‐
５
０
０
０
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

と
き　

７
月
17
日
㈮
開
演
＝
午
後

７
時

と
こ
ろ　

熊
谷
文
化
創
造
館
さ
く

ら
め
い
と
太
陽
の
ホ
ー
ル

出
演　

加か

藤と
う

剛ご
う

ほ
か

内
容　

ヤ
ヌ
シ
ュ
・
コ
ル
チ
ャ
ッ

ク
の
少
年
時
代
か
ら
、
ト
レ
ブ

リ
ン
カ
絶
滅
収
容
所
ま
で
の
生

涯
を
演
じ
ま
す
。

前
売
り　

一
般
３
，
５
０
０
円
、

高
校
生
以
下
２
，
０
０
０
円

主
催　
「
コ
ル
チ
ャ
ッ
ク
」
公
演

実
行
委
員
会

吉よ
し

田だ

正た
だ
し

記
念
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
コ
ン
サ
ー
ト

１
虹
の
音
楽
鑑
賞
会
（
☎
574
‐
７

０
７
５
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

と
き　

７
月
15
日
㈬
開
演
＝
午
後

７
時
、
16
日
㈭
開
演
＝
①
午
後

２
時　

②
午
後
７
時

と
こ
ろ　

深
谷
市
民
文
化
会
館
大

ホ
ー
ル

内
容　

指
揮
者
・
大お

お

沢さ
わ

可よ
し

直な
お

氏
の

ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
ト
ー
ク
を

交
え
、
楽
し
く
て
ど
こ
か
懐
か

し
い
、
壮
大
な
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
世
界
を
体
感
く
だ
さ
い
。

入
場
料　

会
員
制
（
月
会
費
２
，

０
０
０
円
で
年
６
回
公
演
）

「
一
休
」
か
ら
の
お
知
ら
せ

１
活
性
化
サ
ロ
ン
一
休
（
☎
575
‐

０
０
８
８
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

◇
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
講
習

と
き　

６
月
５
日
㈮
・
12
日
㈮（
２

回
コ
ー
ス
）

①
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時

②
午
後
２
時
〜
４
時
30
分

内
容　

初
夏
の
バ
ッ
グ
作
製

定
員　

①
②
各
10
人

参
加
料　

３
，
５
０
０
円
（
材
料

費
含
む
）

◇
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
講
習

と
き　

６
月
18
日
㈭
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
１
時
30
分

内
容　

テ
グ
ス
編
み
の
チ
ョ
ー

カ
ー
（
夏
用
）
作
製

定
員　

６
人

参
加
料　

２
，
７
０
０
円
（
材
料

費
含
む
）

◇
き
め
こ
み
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
講
習

と
き　

①
６
月
19
日
㈮　

②
６
月

20
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜
午
後

１
時

内
容　

カ
ン
ト
リ
ー
調
の
壁
掛
け

作
製
（
り
ん
ご
・
小
鳥
・
ク
ロ
ー

バ
ー
）

定
員　

①
②
各
８
人

参
加
料　

２
，
０
０
０
円
（
材
料

費
含
む
）

◇
お
り
が
み
講
習

と
き　

６
月
27
日
㈯
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
０
時
30
分

内
容　
「
七
夕
〜
た
な
ば
た
」
折

り
紙
で
色
紙
絵
を
作
製

定
員　

10
人

参
加
料　

７
０
０
円
（
材
料
費
含

む
）

と
こ
ろ　
「
活
性
化
サ
ロ
ン
一
休
」

内
「
中
山
道
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

介
護
者
の
つ
ど
い

１
介
護
保
険
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
深

谷
・
森も

り

田た

さ
ん
（
☎
571
‐
０
７

５
７
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

と
き　

６
月
10
日
㈬
午
後
１
時
30

分
〜
４
時

と
こ
ろ　

深
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
談
話
室

内
容　

家
族
の
介
護
で
悩
み
を
持

つ
人
た
ち
と
の
交
流

参
加
料　

無
料

２
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

ハ
ー
ト
・
Ｐ
ｏ
Ｐ
ｏ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

１

深
谷
保
育
園
ハ
ー
ト
・
Ｐ

ｏ
Ｐ
ｏ
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
551
‐
６
３
３
３
）、

深
谷
西
保
育
園
ハ
ー
ト
・
Ｐ

ｏ
Ｐ
ｏ
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
573
‐
０
０
０
５
）

‐
就
学
前
の
お
友
達
！
お
母
さ
ん

と
一
緒
に
遊
び
ま
せ
ん
か
‐　

　

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
、
一
人

で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　

保
育
士
や
お
母
さ
ん
同
士
気
軽

に
お
話
し
ま
し
ょ
う
。

９
日
㈭

午
前
10
時
〜

７
日
㈫

午
前
10
時
〜

６
日
㈪

午
前
10
時
〜

４
日
㈯

午
前
10
時
〜

２
日
㈭

午
前
10
時
〜

７
月
の
予
定

30
日
㈫

午
前
10
時
〜

29
日
㈪

午
前
９
時
30
分
〜

25
日
㈭

午
前
10
時
〜

23
日
㈫

午
前
10
時
〜

22
日
㈪

午
前
９
時
30
分
〜

20
日
㈯

午
前
10
時
〜

18
日
㈭

午
前
10
時
〜

16
日
㈫

午
前
10
時
〜

13
日
㈯

午
前
10
時
〜

６
月
の
予
定

七
夕
製
作

七
夕
製
作

ジ
ム
ナ
ス
テ
ィ
ッ
ク

（
英
語
・
体
育
遊
び
）

も
ぐ
も
ぐ
Ｐ
ｏ
Ｐ
ｏ

（
栄
養
試
食
会
）

七
夕
製
作

内
容

七
夕
製
作

ジ
ュ
ニ
ア

（
０
・
１
歳
児
）

ふ
れ
あ
い
遊
び

ふ
れ
あ
い
遊
び

ジ
ュ
ニ
ア

（
０
・
１
歳
児
）

も
ぐ
も
ぐ
Ｐ
ｏ
Ｐ
ｏ

（
栄
養
試
食
会
）

ふ
れ
あ
い
遊
び

ふ
れ
あ
い
遊
び

も
ぐ
も
ぐ
Ｐ
ｏ
Ｐ
ｏ

（
栄
養
試
食
会
）

内
容

深
谷
西
保
育
園

深
谷
保
育
園

深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

深
谷
保
育
園

（
要
予
約
）

深
谷
西
保
育
園

と
こ
ろ

深
谷
保
育
園

深
谷
保
育
園

深
谷
西
保
育
園

深
谷
保
育
園

深
谷
保
育
園

深
谷
西
保
育
園

（
要
予
約
）

深
谷
西
保
育
園

深
谷
保
育
園

深
谷
保
育
園

（
要
予
約
）

と
こ
ろ

☆
す
く
す
く
交
流
会
実
施
中
！
☆

と
き　

毎
週
水
・
金
曜
日
午
前
10

時
〜
11
時
（
要
予
約
）

内
容　

同
年
齢
の
子
ど
も
た
ち
、

お
母
さ
ん
、
保
育
士
と
の
交

流
。
そ
の
他
、
運
動
会
や
子
育

て
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど

あ
っ
た
か
村

１
あ
っ
た
か
村
・
鈴す

ず

木き

さ
ん
（
☎
・

５
572
‐
３
０
１
３
）、
木き

部べ

さ

ん
（
☎
570
‐
１
８
７
６
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

と
き　

開
村
日
＝
６
月
11
日
㈭
・

15
日
㈪
・
18
日
㈭
・
22
日
㈪
・

25
日
㈭
・
29
日
㈪
、
７
月
２
日

㈭
・
６
日
㈪
、
囲
碁
ク
ラ
ブ
＝

６
月
12
日
㈮
・
26
日
㈮
午
前
10

時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

あ
っ
た
か
村

定
員　

開
村
日
＝
先
着
15
〜
20
人

程
度
、
囲
碁
ク
ラ
ブ
＝
先
着
10

人
程
度

参
加
料　

開
村
日
＝
利
用
者
８
０

０
円
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
５
０
０

円
、
囲
碁
ク
ラ
ブ
＝
１
０
０
円

２
前
日
ま
で
に
開
村
日
は
鈴す

ず

木き

さ

ん
、
囲
碁
ク
ラ
ブ
は
木き

部べ

さ
ん

へ
※
開
村
日
以
外
は
、
留
守
番
電
話

と
フ
ァ
ッ
ク
ス
（
☎
・
５
573
‐

５
１
０
２
）
で
対
応
し
ま
す
。

※
送
迎
手
段
の
な
い
か
た
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

第
73
回
深
谷
親
子
映
画

「
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
の
犬
」
上
映
会

１
深
谷
親
と
子
の
よ
い
映
画
を
み

る
会
・
飯い

い

塚づ
か

さ
ん
（
☎
587
‐
４

４
７
５
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

と
き　

７
月
４
日
㈯
①
午
前
10
時

30
分
〜
午
後
０
時
25
分
（
開
場

①
収
容
人
員
が
10
人
以
上
の
社
会

福
祉
施
設

②
収
容
人
員
が
30
人
以
上
で
建
物

面
積
が
３
０
０
㎡
以
上
の
飲
食

店
、
物
品
販
売
店
、
診
療
所
、

旅
館
な
ど
の
不
特
定
多
数
の
人

が
出
入
り
す
る
施
設

③
収
容
人
員
が
50
人
以
上
で
建
物

面
積
が
５
０
０
㎡
以
上
の
共
同
住

宅
、
学
校
、
工
場
な
ど
の
特
定
多

数
の
人
が
出
入
り
す
る
施
設

手
話
講
習
会

１
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
573
‐

６
５
６
３
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

①
入
門
講
座

対
象　

市
内
在
住
か
在
勤
で
、
手

話
を
初
め
て
学
ぶ
か
た

と
き　

７
月
15
日
〜
11
月
25
日
ま

で
の
毎
週
水
曜
日
（
９
月
23
日

を
除
く
・
全
19
回
）
午
後
７
時

〜
９
時

定
員　

先
着
40
人

②
基
礎
講
座

対
象　

入
門
講
座
修
了
の
か
た

と
き　

７
月
16
日
〜
11
月
19
日
ま

で
の
毎
週
木
曜
日
（
８
月
13
日

を
除
く
・
全
18
回
）
午
後
７
時

〜
９
時

定
員　

先
着
30
人

③
手
話
通
訳
者
養
成
講
座

対
象　

入
門
・
基
礎
講
座
修
了
の

か
た

と
き　

７
月
８
日
〜
11
月
25
日
ま

で
の
毎
週
水
曜
日
（
９
月
23
日

を
除
く
・
全
20
回
）
午
後
７
時

〜
９
時

定
員　

先
着
20
人

〔
①
②
③
共
通
〕

と
こ
ろ　

深
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は

自
己
負
担
）

２
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

赤
十
字
幼
児
安
全
法
・
健

康
生
活
支
援
講
習
会

１
日
本
赤
十
字
社
埼
玉
県
支
部

（
☎
048
‐
829
‐
２
６
８
１
・
〠

330
‐
0062
・
さ
い
た
ま
市
浦
和
区

仲
町
３
‐
２
‐
23
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

①
幼
児
安
全
法
講
習
会

対
象　

満
15
歳
以
上
で
全
日
程
参

加
で
き
る
か
た

と
き　

７
月
４
日
㈯
・
11
日
㈯
・

12
日
㈰
（
３
日
間
）
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
４
時
30
分

と
こ
ろ　

深
谷
赤
十
字
病
院

内
容　

１
歳
〜
６
歳
ま
で
の
幼
児

に
起
こ
り
や
す
い
事
故
の
防
止
と

応
急
手
当
の
知
識
と
技
術
な
ど

定
員　
20
人（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

受
講
料　

１
，
５
０
０
円
（
教
材

費
・
保
険
料
）

２
６
月
15
日
㈪
ま
で
に
、
コ
ー
ス

名
「
Ｇ
‐
３
」・
郵
便
番
号
・

住
所
・
氏
名
・
性
別
・
生
年
月
日
・

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
は
が

き
で
日
本
赤
十
字
社
埼
玉
県
支

部
講
習
係
へ

②
健
康
生
活
支
援
講
習
会

対
象　

満
15
歳
以
上
の
か
た

情報ひろばの見方

１＝問い合わせ　　２＝申し込み　　☎＝電話　　５＝ファックス　　３＝ Eメール　　Ｃ＝ホームページ

21 20

４
５
・
Ｃhttp://w

w
w
.fukaya-

cci.or.jp/

）、商
工
振
興
課
（
☎
574

‐
６
６
５
０
）

　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

市
内
在
住
か
在
学
の
高
校
１
・

２
年
生
を
対
象
に
、
就
業
体
験
を

実
施
し
ま
す
。

と
き　

７
月
21
日
㈫
〜
８
月
14
日

㈮
ま
で
の
期
間
で
連
続
し
た
５

日
間

２
６
月
24
日
㈬
（
学
校
締
め
切
り

日
が
あ
る
場
合
に
は
そ
の
日
）

ま
で
に
、
所
定
の
様
式
に
記
入

の
上
、
所
属
学
校
経
由
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

講
座

甲
種
防
火
管
理
者
資
格
取

得
（
新
規
）
講
習
会

１
予
防
課
（
☎
571
‐
０
９
１
３
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

と
き　

７
月
２
日
㈭
・
３
日
㈮
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

と
こ
ろ　

消
防
本
部

定
員　

先
着
１
０
０
人

受
講
料　

４
，
３
０
０
円

２
６
月
９
日
㈫
か
ら
予
防
課
ま
た

は
花
園
消
防
署
へ

※
申
込
時
に
受
講
料
と
写
真
を
１

枚
提
出
（
縦
３
㎝
×
横
２
・
４

㎝
）

消
防
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
防
火

管
理
者
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
業
所
は
次
の
通
り
で
す
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内
容　

無
料
住
宅
相
談
会
、
包
丁

研
ぎ
、
模
擬
店
な
ど

生
活

道
路
上
に
木
の
枝
や
植
木
鉢
な
ど

を
出
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

１
道
路
管
理
課（
☎
574
‐
６
６
５
１
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

道
路
に
樹
木
の
枝
が
広
が
っ
て

い
た
り
、
植
木
鉢
な
ど
を
置
い
て

い
ま
せ
ん
か
。
車
両
や
歩
行
者
の

通
行
の
妨
げ
に
な
る
ほ
か
、
交
差

点
で
の
見
通
し
を
遮
り
、
思
わ
ぬ

交
通
事
故
に
つ
な
が
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
安
全
に
通
行
で
き
る
よ

う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

道
路
交
通
法
の
改
正
に
つ
い
て

１
生
活
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
課
（
☎

574
‐
８
８
６
１
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

道
路
交
通
法
が
一
部
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

①
飲
酒
運
転
に
関
す
る
違
反
点
数

の
大
幅
増

②
免
許
取
り
消
し
後
の
欠
格
期
間

の
大
幅
延
長
。
最
大
10
年
間
運

転
免
許
証
が
取
得
不
可

③
「
運
転
殺
人
等
」、「
運
転
傷
害

等
」
が
特
定
違
反
行
為
と
し
て

新
設

④
75
歳
以
上
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の

「
講
習
予
備
検
査
」
が
ス
タ
ー
ト

　

④
の
免
許
更
新
の
か
た
は
「
講

習
予
備
検
査
」
を
受
け
、
そ
の

検
査
結
果
に
基
づ
い
た
「
高
齢

者
講
習
」
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

な
お
、
運
転
免
許
証
を
自
主

返
納
し
た
高
齢
者
の
か
た
に
対

し
て
、
警
察
署
や
運
転
免
許
セ
ン

タ
ー
で
申
請
で
き
る
「
運
転
経
歴

証
明
書
」
を
提
示
す
る
こ
と
で
タ

ク
シ
ー
代
が
１
割
引
き
に
な
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

※
市
内
で
利
用
で
き
る
の
は
、
深

谷
合
同
タ
ク
シ
ー
、
ミ
ツ
ワ
タ

ク
シ
ー
、
ふ
か
や
タ
ク
シ
ー
、

鈴す
ず
な
か仲

タ
ク
シ
ー
で
す
。

障
害
者
相
談
支
援
窓
口

１
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

歩ぽ

っ

ぽ歩
（
☎
・
５
575
‐
１
１
１
５
）、

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
向こ

う
よ
う陽

（
☎
599
‐
２
０
２
０
・
５

520
‐

５
５
２
８
）

　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

市
で
は
、「
専
門
的
」
に
「
信

頼
で
き
る
相
談
」
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
、
障
害
者
相
談
支
援
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
身
体
・
知
的
障
害
者
】

と
こ
ろ　

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
歩
歩

相
談
日　

毎
週
月
〜
土
曜
日
（
祝

休
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）
午

前
９
時
〜
午
後
６
時

【
精
神
障
害
者
】

と
こ
ろ　

地
域
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
向
陽

相
談
日　

毎
日
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
８
時
30
分

深
谷
市
障
害
者
就
労
支
援
セ

ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

１
深
谷
市
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン

タ
ー（
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
・

☎
573
‐
６
５
６
１
・
５
573
‐
０

８
０
６
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
象　

市
内
在
住
の
身
体
・
知
的
・

精
神
障
害
者
で
、
就
労
を
希
望

す
る
か
た

相
談
日　

毎
週
月
〜
金
曜
日
（
祝

休
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）
午

前
９
時
〜
午
後
４
時

重
度
障
害
児
の
日
常
生
活
用
具
に

「
カ
ー
シ
ー
ト
」
を
追
加
し
ま
し
た

１
障
害
福
祉
課
（
☎
571
‐
１
０
１

１
）、
岡
部
福
祉
健
康
課
（
☎

585
‐
２
２
１
４
）、
川
本
福
祉

健
康
課
（
☎
583
‐
２
５
３
２
）、

花
園
福
祉
健
康
課
（
☎
584
‐
１

１
２
３
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

市
で
は
、
平
成
21
年
度
か
ら
、

日
常
生
活
用
具
の
種
目
に
「
カ
ー

シ
ー
ト
」
を
追
加
し
ま
し
た
。

対
象　

上
肢
・
下
肢
ま
た
は
体
幹  

　

機
能
障
害
２
級
以
上
の
重
度
の

　

身
体
障
害
児

内
容　

自
動
車
で
移
動
す
る
際
、

姿
勢
を
安
定
さ
せ
、
走
行
中
の

安
全
を
確
保
す
る
も
の

※
給
付
は
１
回
を
限
度
と
し
ま
す
。

農
業
者
年
金
の
現
況
届
を

提
出
し
ま
し
ょ
う

１
農
業
委
員
会
事
務
局
（
☎
574
‐

６
６
６
３
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

農
業
者
年
金
現
況
届
に
つ
い
て

は
、
５
月
末
に
農
業
者
年
金
基
金

か
ら
自
宅
へ
郵
送
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
６
月
30
日
㈫
ま
で
に
産
業

会
館
２
階
の
農
業
委
員
会
事
務
局

へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
各
総
合
支
所
で
受
領
会

を
開
催
し
ま
す
。

と
こ
ろ
・
と
き

岡
部
総
合
支
所　

６
月
15
日
㈪
午

前
９
時
〜
午
後
４
時

川
本
総
合
支
所　

６
月
17
日
㈬
午

前
９
時
〜
午
後
４
時

花
園
総
合
支
所　

６
月
19
日
㈮
午

前
９
時
〜
午
後
４
時

※
各
会
場
と
も
正
午
〜
午
後
１
時

を
除
く

児
童
手
当
の
現
況
届
を
提

出
し
ま
し
ょ
う

１
児
童
課
（
☎
574
‐
６
６
４
６
）、

岡
部
福
祉
健
康
課
（
☎
585
‐
２

２
１
４
）、
川
本
福
祉
健
康
課

（
☎
583
‐
２
５
３
２
）、
花
園
福

祉
健
康
課
（
☎
584
‐
１
１
２
３
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

児
童
手
当
の
受
給
者
の
か
た
に

は
、
５
月
末
に
通
知
を
お
送
り
し

ま
し
た
の
で
、
内
容
を
ご
確
認
の

上
、
６
月
に
現
況
届
の
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。
こ
の
届
け
は
、
前

年
の
所
得
状
況
、
養
育
状
況
お
よ

び
受
給
資
格
な
ど
を
確
認
す
る
た

め
の
も
の
で
、
こ
の
届
け
を
提
出

さ
れ
な
い
と
、
６
月
分
以
降
の
手

当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

※
受
給
者
の
か
た
は
、
次
の
よ
う

　

な
場
合
、
各
種
届
け
出
が
必
要

　

で
す
。

•
受
給
者
の
か
た
や
お
子
さ
ん
の

住
所
や
名
前
が
変
わ
っ
た
と
き

•
特
例
給
付
受
給
者
の
か
た
が
会

社
を
退
職
し
、
厚
生
年
金
を
脱

退
し
た
と
き

•
支
給
対
象
と
な
る
児
童
が
増
え

た
と
き
、
ま
た
は
減
っ
た
と
き

•
口
座
を
変
更
し
た
と
き

住
宅
耐
震
化
補
助
制
度
・
住
宅

相
談
窓
口
を
創
設
し
ま
し
た

１
開
発
指
導
課（
☎
574
‐
６
６
５
５
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

市
で
は
、
既
存
建
築
物
の
耐
震

化
を
促
進
し
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
住
宅
の
耐
震
診
断

や
、
耐
震
性
向
上
の
改
修
工
事
、

さ
ら
に
は
耐
震
上
安
全
性
に
欠
け

る
住
宅
を
解
体
し
新
築
す
る
場
合

の
補
助
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
毎
月
第
２
・
４
土
曜

日
の
午
前
９
時
〜
正
午
に
、
南
公

民
館
で
無
料
住
宅
相
談
窓
口
を
開

設
し
、
建
築
士
が
住
宅
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

べ
に
花
ウ
オ
ー
ク

１
市
歩
け
歩
け
協
会
・
間ま

庭に
わ

さ
ん

（
☎
571
‐
７
８
３
１
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

参
加
資
格　

オ
ー
プ
ン
（
小
学
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
）

と
き　

６
月
28
日
㈰
集
合
＝
午
前

８
時
50
分
に
JR
高
崎
線
桶
川
駅

西
口
公
園
（
雨
天
決
行
）

※
当
日
、
直
接
集
合
場
所
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

コ
ー
ス　

桶
川
駅
西
口
公
園
ス

タ
ー
ト
（
午
前
９
時
20
分
）
〜

浄
念
寺
〜
島
村
家
土
蔵
〜
べ
に

花
ふ
る
さ
と
館
〜
べ
に
花
鑑
賞

畑
（
午
前
11
時
40
分
・
昼
食
）

〜
中
山
道
宿
場
館
〜
桶
川
駅
東

口
ゴ
ー
ル
（
午
後
３
時
ご
ろ
到

着
予
定
）

参
加
料　

３
０
０
円
（
保
険
料

含
む
・
当
日
受
領
）。
た
だ
し
、

市
歩
け
歩
け
協
会
会
員
は
無
料

早
朝
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

１
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
・
渋し

ぶ

沢さ
わ

さ
ん
（
☎
571
‐
２
５
０
８
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
象　

市
内
在
住
か
在
勤
・
在
学

者
（
中
学
生
以
上
）

と
き　

７
月
18
日
〜
８
月
16
日
ま

で
の
毎
週
土
・
日
曜
日
（
全
10

回
）
午
前
６
時
〜
９
時

と
こ
ろ　

常
盤
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
ほ
か

定
員　

先
着
１
２
０
人

参
加
料　

１
，
５
０
０
円
（
ボ
ー

ル
代
、
保
険
料
な
ど
含
む
）

２
７
月
10
日
㈮
ま
で
に
参
加
料

を
添
え
て
市
体
協
事
務
局
（
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）
へ

※
未
成
年
者
の
申
し
込
み
は
、
保

護
者
の
承
諾
印
が
必
要
で
す
。

※
用
具
（
ラ
ケ
ッ
ト
・
シ
ュ
ー
ズ
）

は
、
各
自
で
用
意
し
て
く
だ

さ
い
。

市
民
剣
道
大
会

１
市
剣
道
連
盟
・
土つ

ち

田だ

さ
ん
（
☎

571
‐
９
０
７
３
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

参
加
資
格　

市
内
在
住
か
在
勤
・

在
学
者

と
き　

７
月
20
日
㈷
受
付
＝
午
前

９
時

と
こ
ろ　

深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル

種
目　
〈
個
人
戦
〉
一
般
の
部
、

高
校
男
子
の
部
・
女
子
の
部
、

中
学
男
子
の
部
・
女
子
の
部
、

小
学
１
〜
３
年
の
部
・
４
〜
６

年
の
部

　
〈
団
体
戦
【
５
人
制
】〉
高
校
男

子
の
部
・
女
子
の
部
、
中
学
男

子
の
部
・
女
子
の
部
、
小
学
生

の
部
（
先
鋒
、
次
鋒
は
４
年
生

以
下
）

参
加
料　

１
０
０
円
（
保
険
料
含

む
）

２
６
月
25
日
㈭
ま
で
に
参
加
料

を
添
え
て
市
体
協
事
務
局
（
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）
へ

市
民
サ
ッ
カ
ー
祭

深
谷
カ
ッ
プ
・
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

１
市
サ
ッ
カ
ー
連
盟
・
松ま

つ

本も
と

さ
ん

（
☎
090
‐
１
０
４
７
‐
７
９
３
１
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

参
加
資
格　

15
歳
以
上
の
市
内
在

住
か
在
勤
・
在
学
者
で
構
成
さ

れ
た
チ
ー
ム
で
、
審
判
が
で
き

る
か
た
が
い
る
こ
と
（
資
格
の

有
無
は
問
い
ま
せ
ん
）

と
き　

６
月
28
日
㈰
受
付
＝
午
前

８
時
30
分

と
こ
ろ　

深
谷
フ
ッ
ト
サ
ル
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
（
上
柴
町
東
３
‐
13
‐

16
・
☎
578
‐
６
６
２
５
）

募
集
チ
ー
ム　

先
着
16
チ
ー
ム

参
加
料　

１
チ
ー
ム
＝
６
，
０
０

０
円（
保
険
料
は
含
み
ま
せ
ん
）

２
６
月
14
日
㈰
ま
で
に
松
本
さ
ん

へ連
盟
会
長
杯
争
奪
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

１
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
・
大お

お

髙た
か

さ
ん
（
☎
571
‐
８
９
４
１
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

参
加
資
格　

連
盟
登
録
者
お
よ
び

市
内
在
住
か
在
学
の
中
・
高
校

生
と
き　

７
月
５
日
㈰
受
付
＝
午
前

８
時
30
分

と
こ
ろ　

深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル

種
目　
〈
個
人
戦
【
ダ
ブ
ル
ス
】〉

男
子
の
部
（
１
部
・
２
部
・
３

部
）、女
子
の
部
（
１
部
・
２
部
・

３
部
・
中
学
生
の
部
）

※
２
部
で
の
優
勝
経
験
者
は
１

部
、
３
部
で
の
優
勝
経
験
者
は

２
部
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

組
み
合
わ
せ
会
議　

６
月
27
日
㈯

午
後
７
時
〜
、
深
谷
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

参
加
料　

連
盟
登
録
者
＝
７
５
０

円
、
中
・
高
校
生
＝
５
０
０
円

（
保
険
料
、
シ
ャ
ト
ル
代
含
む
）

※
参
加
料
は
、
組
み
合
わ
せ
会
議

時
に
集
金
し
ま
す
。

２
６
月
23
日
㈫
ま
で
に
市
体
協
事

務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）

へ
※
大
会
当
日
の
連
盟
登
録
可
（
登

録
料
＝
１
，
０
０
０
円
）

市
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
シ
ニ
ア
）

１
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
・
金か

な

井い

さ
ん
（
☎
090
‐
４
８
４
３
‐
５

１
８
２
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

参
加
資
格　

40
歳
以
上
の
か
た
で

構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
で
、
コ
ー

ト
内
で
の
競
技
者
は
女
子
６
人
、

男
子
３
人
と
し
、
男
子
は
バ
ッ

ク
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
ま
す
。

と
き　

６
月
21
日
㈰
集
合
＝
午
前

８
時
30
分

と
こ
ろ　

市
民
体
育
館

競
技
方
法　

Ｊ
Ｖ
Ａ
９
人
制
競
技

規
則
（
家
庭
婦
人
）
を
適
用

代
表
者
会
議　

６
月
18
日
㈭
午
後

７
時
〜
、
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト

情報ひろばの見方

１＝問い合わせ　　２＝申し込み　　☎＝電話　　５＝ファックス　　３＝ Eメール　　Ｃ＝ホームページ

23 22

＝
午
前
10
時
）
②
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
25
分
（
開
場
＝
午
後

１
時
）

と
こ
ろ　

深
谷
市
民
文
化
会
館
小

ホ
ー
ル

参
加
料　

９
０
０
円
（
４
歳
以
上

の
子
ど
も
と
大
人
）

２
飯
塚
さ
ん
へ

‐
学
び
合
っ
て
子
育
て
‐

第
13
回
子
育
て
、
教
育
講
演
会

１
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
深
谷
・

飯い
い

塚づ
か

さ
ん
（
☎
587
‐
４
４
７
５
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

と
き　

７
月
５
日
㈰
開
場
＝
午
後

１
時
30
分
、
開
演
＝
午
後
２
時

と
こ
ろ　

深
谷
市
民
文
化
会
館
大

ホ
ー
ル

演
題　

乳
幼
児
期
か
ら
思
春
期
を

見
通
し
た
子
育
て
〜
子
ど
も
の

シ
グ
ナ
ル
見
え
ま
す
か
〜

講
師　

広ひ
ろ

木き

克か
つ

行ゆ
き

氏
（
大
阪
千
代

田
短
期
大
学
学
長
）

参
加
料　

８
０
０
円

２
飯
塚
さ
ん
へ

第
32
回
ふ
れ
あ
い
住
宅
デ
ー

１
全
建
総
連
埼
玉
土
建
深
谷
寄

居
支
部
住
宅
デ
ー
実
行
委
員
会

（
☎
581
‐
５
０
０
０
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

と
き　

６
月
14
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
２
時
30
分
（
雨
天
決
行
）

と
こ
ろ　

JA
ふ
か
や
幡
羅
支
店
、

上
柴
中
央
公
園
、岡
部
公
民
館
、

花
園
集
会
所
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東
５
丁
目
地
内
）

参
加
料　

無
料

２
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
用
具
は
お
貸
し
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

初
心
者
ペ
タ
ン
ク
教
室

１
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル
（
☎
572

‐
３
０
０
０
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

と
き　

６
月
13
日
㈯

と
こ
ろ　

仙
元
山
公
園
多
目
的
広

場
（
南
）

定
員　

50
人

参
加
料　

５
０
０
円
（
保
険
料
・

メ
ジ
ャ
ー
代
）

２
申
込
書
に
記
入
の
上
、
参
加
料

を
添
え
て
、
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー

ト
ル
へ

東
京
成
徳
大
学
深
谷
高
等
学

校
体
育
施
設
の
無
料
開
放

１
東
京
成
徳
大
学
深
谷
高
等
学
校
・

松ま
つ

本も
と

教
頭
（
☎
571
‐
１
３
０
３
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

利
用
に
当
た
っ
て
は
、
事
前
の

団
体
登
録
が
必
要
で
す
。

利
用
で
き
る
体
育
施
設

①
体
育
館
（
Ｆ
ア
リ
ー
ナ
）

※
種
目
に
よ
っ
て
は
利
用
不
可

②
テ
ニ
ス
コ
ー
ト（
人
工
芝
３
面
）

利
用
可
能
日
時　

７
月
２
日
㈭
・

３
日
㈮
・
６
日
㈪
・
７
日
㈫
、

10
月
13
日
㈫
〜
15
日
㈭
、
12
月

２
日
㈬
〜
４
日
㈮
・
７
日
㈪
の

午
前
９
時
〜
11
時

対
象　

市
内
在
住
か
在
勤
・
在
学

者
で
構
成
さ
れ
た
５
人
以
上
の

団
体
で
、
成
人
の
代
表
者
を
有

す
る
団
体

利
用
申
請
方
法　

利
用
希
望
日
の

属
す
る
月
の
前
月（
25
日
ま
で
）

に
、
学
校
の
事
務
所
窓
口
で
申

請
（
平
日
＝
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
）

そ
の
他

平
成
21
年
度
職
員
採
用
試
験

受
験
案
内
を
配
布
し
ま
す

１
経
営
管
理
課（
☎
574
‐
６
６
３
６
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

と
き　
７
月
１
日
㈬
〜
８
月
７
日
㈮

と
こ
ろ

①
市
職
員
＝
市
役
所
本
庁
舎
１
階

総
合
案
内
、
各
総
合
支
所
総
務

課
②
消
防
職
員
＝
市
役
所
本
庁
舎
１

階
総
合
案
内
、
消
防
本
部
消
防

総
務
課
、
花
園
消
防
署

※
受
験
資
格
な
ど
、
詳
細
に
つ
い

て
は
、
受
験
案
内
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

中
小
企
業
者
向
け
制
度
融
資

１
商
工
振
興
課（
☎
574
‐
６
６
５
０
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

市
内
の
中
小
企
業
者
で
、
事
業

資
金
を
必
要
と
さ
れ
る
か
た
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

制度融資名 融資限度額 融資利率 融資期間 信用保証料

小口資金 1,250 万円 1.95% 運転資金　 6 年
設備資金　 8 年 0.45％～ 1.59％

特別小口資金 1,250 万円 1.95% 運転資金　 6 年
設備資金　 8 年 0.80%

中小企業
近代化経営資金 3,000 万円 1.80% 運転資金　10年

設備資金　12年 0.45％～ 1.59％

中小企業
緊急運転資金 300 万円 1.625% 運転資金 　1年 0.45％～ 1.59％

※各制度とも埼玉県信用保証協会の保証を付すことが条件となります。

『
起
業
家
支
援
事
業
補
助
金
交
付

制
度
』
の
申
し
込
み
受
け
付
け

１
商
工
振
興
課（
☎
574
‐
６
６
５
０
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
象　

市
内
在
住
で
、
市
内
で
新

規
事
業
を
始
め
た
か
た
、
ま
た
は

市
内
で
事
業
を
始
め
て
３
年
以

内
の
か
た
（
そ
の
他
要
件
あ
り
）

補
助
対
象
経
費　

事
務
所
の
月
額

賃
借
料
の
半
額
以
内
（
上
限
10

万
円
）
を
６
か
月
分

申
請
書
類
な
ど　

商
工
振
興
課
で

制
度
の
案
内
書
類
・
申
請
書
類

を
配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
入
手
で
き
ま
す
。

２
７
月
17
日
㈮
ま
で
に
申
請
書

類
、
必
要
書
類
を
添
え
て
、
商

工
振
興
課
へ

水
道
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

１
水
道
工
務
課（
☎
574
‐
６
６
６
１
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

次
の
工
事
店
を
新
た
に
深
谷
市

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
指

定
し
ま
し
た
。

•
㈱
太た

い

水す
い

（
寄
居
町
・
☎
586
‐
０

５
５
８
）

教
育
委
員
会
の
体
制

１
教
育
総
務
課（
☎
574
‐
５
８
１
１
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

教
育
委
員
会
の
新
た
な
体
制
が

決
ま
り
ま
し
た
（
敬
称
略
）。

委
員
長　

新あ
ら

井い

豊と
よ

子こ

委
員
長
職
務
代
理　

岩い
わ

田た

虔け
ん

治じ

委
員　

塩し
お
の

谷や

治は
る

代よ

委
員　

柿か
き

澤ざ
わ

俊と
し

雄お

教
育
長　

猪い

野の

幸ゆ
き

男お

平
成
21
年
度
安あ

ん

部べ

・
木き

村む
ら

教
育

学
術
研
究
論
文
の
結
果
に
つ
い
て

１
学
校
教
育
課（
☎
572
‐
９
５
７
８
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

表
彰
さ
れ
た
の
は
、
次
の
か
た

が
た
で
す
（
敬
称
略
）。

⑴
最
優
秀
奨
励
賞

　

新あ
ら

井い

修お
さ
む

、　

相あ
い

川か
わ

至み
ち

宏ひ
ろ

⑵
優
良
奨
励
賞

〈
個
人
〉
長は

谷せ

川が
わ

和か
ず

雄お

、
明あ

け

智ち

千ち

穂ほ

、
秋あ

き

山や
ま

敦あ
つ

史し

、
田た

中な
か

文ふ
み

規の
り

、

菊き
く

池ち

隆た
か

子こ

、
原は

ら

口ぐ
ち

昌ま
さ

義よ
し

、
品し

な

田だ

瞳ひ
と
み

、
町ま

ち

田だ

哲あ
き
ら

、
伊い

藤と
う

令れ
い

子こ

、
藤ふ

じ

塚つ
か

健け
ん

司じ

郎ろ
う

、
黒く

ろ

田だ

雄ゆ
う

一い
ち

、
皆み

な

川が
わ

き
み
子こ

〈
団
体
・
グ
ル
ー
プ
〉花
園
中
学
校
、

幡
羅
中
学
校
、
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ

ブ
・
セ
ミ
ナ
ー
研
究
班

６
月
23
日
〜
29
日
は
男
女

共
同
参
画
週
間
で
す
！

１
人
権
政
策
課（
☎
574
‐
６
６
４
３
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

今
年
の
テ
ー
マ　

共
同
参
画
新
た

な
社
会
の
パ
ス
ワ
ー
ド

【
パ
ネ
ル
展
を
開
催
】

と
き　

６
月
15
日
㈪
〜
19
日
㈮

と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
１
階
市

民
ホ
ー
ル

人
権
擁
護
委
員
の
退
任
・
新
任

１
人
権
政
策
課（
☎
574
‐
６
６
４
３
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

平
成
８
年
か
ら
、
人
権
擁
護
委

員
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
た
、
大お

お

野の

勝か
つ

巳み

氏
が
退
任
さ
れ
、
４
月
１
日

に
、
法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
た
に
法
務
大
臣
か
ら

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
吉よ

し

田だ

文ふ
み

一か
ず

氏
（
高
畑
・
☎
572
‐
７
２
９
４
）

が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

都
市
計
画
に
関
す
る
説
明
公
聴
会

１
道
路
河
川
課（
☎
574
‐
６
６
５
２
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
（
仮
称
）
東
西
通
り
線
の
都
市

計
画
決
定
に
当
た
り
、
住
民
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
お
聴
き
す
る

た
め
、
説
明
公
聴
会
を
開
催
し

ま
す
。

変
更
案
の
内
容
（
仮
称
）
東
西
通

り
線
の
決
定
お
よ
び
岡
部
環
境

セ
ン
タ
ー
の
変
更

※
今
回
の
計
画
決
定
に
伴
い
、
岡

部
環
境
セ
ン
タ
ー
の
面
積
が
一

部
減
少
し
ま
す
。

【
変
更
案
の
閲
覧
】

と
き　

６
月
10
日
㈬
〜
24
日
㈬

と
こ
ろ　

道
路
河
川
課
、
環
境
課

【
説
明
公
聴
会
の
開
催
】

と
き　

７
月
８
日
㈬
午
後
７
時
〜

と
こ
ろ　
岡
部
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

わ
ん
ぱ
く
ラ
ン
ド
か
ら
の
お
知
ら
せ

１
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル
（
☎
572

‐
３
０
０
０
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

６
月
11
日
㈭
は
施
設
点
検
の
た

め
、
わ
ん
ぱ
く
ラ
ン
ド
を
休
園
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

７
月
１
日
㈬
〜
８
月
31
日
㈪
ま

で
、
わ
ん
ぱ
く
ラ
ン
ド
の
営
業
時

間
が
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
ま
で

に
な
り
ま
す
。

農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

１
選
挙
管
理
委
員
会
（
☎
574
‐
６

６
６
４
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

投
票
日　

７
月
５
日
㈰

立
候
補
届
出
日
時
・
場
所　

６
月

28
日
㈰
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
・
市
役
所
本
庁
舎
３
階
大

会
議
室

書
き
損
じ
は
が
き
の
回
収
で

「
深
谷
市
民
支
援
校
舎
」
完
成

１
㈲
と
き
わ
園
・
柿か

き

沼ぬ
ま

さ
ん
（
☎

571
‐
０
３
０
２
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
は
、
自

治
会
の
皆
様
の
ご
協
力
の
下
、
書

き
損
じ
は
が
き
な
ど
の
回
収
を
行

い
、
今
年
は
１
，
４
１
３
，
０
９

２
円
も
の
資
金
を
集
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
か
ら
の
運
動
に
よ

り
、
ネ
パ
ー
ル
の
ハ
イ
ブ
ン
グ
小

学
校
に
新
し
い
校
舎
を
建
設
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
ネ
パ
ー
ル
の
学
校

建
設
の
た
め
、
書
き
損
じ
は
が
き

の
回
収
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

寄
付

４
月
の
善
意

１
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
573
‐

６
５
６
３
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
４
月

の
寄
付
金
は
、
４
件
で
１
４
７
，

２
９
７
円
で
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

25 24戸田競艇開催日のお知らせ 　埼玉県都市競艇組合が主催する戸田競艇の収益金は深谷市の
貴重な財源になっています。

① 6月 2日㈫～ 7日㈰　② 10 日㈬～ 15 日㈪　③ 23 日㈫～ 28 日㈰　

ル
会
議
室

参
加
料　

１
チ
ー
ム
＝
２
，
０
０

０
円（
保
険
料
は
含
み
ま
せ
ん
）

※
参
加
料
は
、
代
表
者
会
議
時
に

集
金
し
ま
す
。

２
６
月
15
日
㈪
ま
で
に
市
体
協
事

務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）

へ第
６
回
社
交
ダ
ン
ス

初
心
者
３
か
月
基
本
講
習
会

１
深
谷
社
交
ダ
ン
ス
連
盟
事
務

局
・
丸ま

る

岡お
か

さ
ん
（
☎
573
‐
１
２

６
７
）、
森も

り

さ
ん
（
☎
575
‐
２

４
９
３
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

と
き　

７
月
４
日
〜
９
月
26
日
ま

で
の
毎
週
土
曜
日
（
８
月
15
日

を
除
く
・
全
12
回
）
午
後
７
時

〜
９
時

と
こ
ろ　

南
公
民
館
２
階
多
目
的

ホ
ー
ル

種
目　

ブ
ル
ー
ス
、
マ
ン
ボ
、
ジ

ル
バ
、
ワ
ル
ツ

定
員　

先
着
35
人

参
加
料　

３
，
０
０
０
円

２
丸
岡
さ
ん
、
森
さ
ん
へ

初
心
者
ペ
タ
ン
ク
教
室

１
市
ペ
タ
ン
ク
連
盟
・
金か

な

澤ざ
わ

さ
ん

（
☎
573
‐
０
５
６
８
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
象　
小
学
校
４
年
生
以
上
の
か
た

と
き　

６
月
20
日
㈯
午
前
９
時
30

分
〜

と
こ
ろ　

つ
ば
き
公
園
（
上
柴
町

「
深
谷
シ
ネ
マ
」

「
深
谷
シ
ネ
マ
」

〜
６
月
の
ご
案
内
〜

定
期
上
映
時
間

　

①
午
前
10
時
30
分
〜

　

②
午
後
１
時
30
分
〜

　

③
午
後
４
時
30
分
〜

　

④
午
後
７
時
30
分
〜

通
常
料
金　

１
，
２
０
０
円

１
NPO
市
民
シ
ア
タ
ー
・
エ
フ(

☎

551
‐
４
５
９
２
・
Ｃhttp

://
fukayacine

m
a.jp
/)

内
容　

乳
が
ん
の
治
療
と
出
産
の
は

ざ
ま
で
葛か

っ

藤と
う

す
る
女
性
外
科
医

と
、
そ
の
夫
を
描
い
た
感
動
作

「
Ｍ
ａ
ｙ
ｕ　

コ
コ
ロ
の
星
」 

（
123
分
）

と
き　

６
月
28
日
㈰
〜
７
月
４
日
㈯

②
の
１
回
上
映

内
容　

21
歳
で
乳
が
ん
を
発
症
し
た

女
性
の
実
話
を
原
作
に
、
主
人
公

の
葛
藤
や
苦
し
み
、
そ
し
て
コ
コ

ロ
の
成
長
を
描
い
た
感
動
作

※
上
映
情
報
は
す
べ
て
予
定
で
す
。

予
告
な
し
に
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

「
お
く
り
び
と
」 

（
130
分
）

と
き　

６
月
20
日
㈯
ま
で

内
容　

米
ア
カ
デ
ミ
ー
外
国
語
映
画

賞
を
受
賞
し
た
国
民
的
映
画

※
最
後
の
１
週
間
は
日
本
語
字
幕
版

を
上
映

「
マ
ン
マ
・
ミ
ー
ア
」 

（
108
分
）

と
き　

６
月
21
日
㈰
〜
27
日
㈯

内
容　

Ａ
Ｂ
Ｂ
Ａ
の
大
ヒ
ッ
ト
曲
に

乗
せ
て
つ
づ
ら
れ
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
作
品

「
余
命
」 

（
131
分
）

と
き　

６
月
28
日
㈰
〜
７
月
４
日
㈯

①
③
④
の
３
回
上
映
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二
人
の
人
と
出
会
っ
て

上
柴
東
小
学
校
５
年

羽は
と
り鳥　

花か
り
ん音

歴史小説家である司馬遼太郎さんから
二十一世紀に生きる君たちに託された
永遠の願いが力強い言葉で語られてい
ます。あなたも背筋を伸ばして生きて
いく勇気をもらえることでしょう。

『二十一世紀に生きる君たちへ』
司
し ば

馬　遼
りょうたろう

太郎

　「私は歴史小説を書いてきた。」という言葉で始

まるこの本。読み終えて、僕達には「未来」がある

こと、人間は自然によって生かされているというこ

とを強く感じた。また、思いやりの心を持つことが

大切で、どれだけ世界を変えられるかもわかった。

僕達は、今後の日本を背負っていく立場であり、重

要な役割を担っている。「二十一世紀に生きる」僕

達に、人生について考えさせるすばらしい本であり、

しかも写真入りで読みやすい本である。

さ
　ん岡部中学校２年　田

たばた

端 一
かず き

喜みんなみんなのの
感
想　林間学校の朝、本当はとても不安だったんだ。

両足のイボのちりょうで、ふつうに歩けないか
ら、みんなにめいわくをかけるのがいやだった
んだ。
　でも、みんなは、荷物を持ってくれたり、色々
助けてくれたり、はげましてくれたりしてくれ
たね。ぼくはすごくうれしかったんだよ。とて
も楽しい林間学校になったんだよ。みんな本当
に、「ありがとう。」
　これから、みんなが何かこまっていたら、ぼ
くがみんなにお返しをするからね。ありがとう
のリレーになるかもね。

最優秀賞
　小学校高学年の部

ささえてくれた友達へ
大寄小学校５年
（現６年）

小
こ

　島
じま

　　遥
はるか
 さん

（現３年）

※渋澤栄一が残したとされる「夢
ゆめしちくん

七訓」より。「夢なかるべからず」は「夢を持たないといけません」という意味。

　
今
ま
で
の
わ
た
し
は
、
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人

は
、
大
変
な
ん
だ
ろ
う
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
四
年
生
に
な
り
、
二
人
の
人
を
知
り
、

考
え
方
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
人
は
、

お
と
た
け
洋ひ

ろ

た
だ
さ
ん
と
塚つ

か
も
と本
京き

ょ
う

子こ

さ
ん
で
す
。

　
ま
ず
、
お
と
た
け
さ
ん
は
、
道
と
く
の
『
オ
ト

ち
ゃ
ん
ル
ー
ル
』の
勉
強
で
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

い
く
ら
野
球
が
好
き
だ
と
言
っ
て
も
、
「
ど
う
し

て
、
野
球
の
バ
ッ
ト
を
持
っ
て
、
み
ん
な
と
遊
べ

る
の
だ
ろ
う
。
」
と
て
も
不
思
ぎ
で
し
た
。
な
ぜ

か
と
い
う
と
、
お
と
た
け
さ
ん
に
は
、
両
手
両
足

が
な
い
か
ら
で
す
。
わ
た
し
は
、
で
き
る
は
ず
が

な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
お
と
た
け
さ
ん
は
、
野
球
だ
け
で
な

く
、
サ
ッ
カ
ー
や
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
な
ど
も
、
み
ん

な
と
同
じ
よ
う
に
遊
び
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
メ
ー
ト

の
一
人
と
し
て
、け
ん
か
す
る
の
も
遊
ぶ
の
も「
あ

た
り
ま
え
」
と
受
け
と
め
て
、
思
い
っ
き
り
外
で

遊
ぶ
こ
と
が
で
き
た
と
言
っ
て
い
ま
す
。
わ
た
し

が
感
心
し
た
の
は
、
ク
ラ
ス
の
友
達
が
い
ろ
い
ろ

な
特
別
ル
ー
ル
を
考
え
て
く
れ
た
こ
と
で
し
た
。

「
何
て
や
さ
し
い
友
達
な
ん
だ
ろ
う
。
と
て
も
い

い
考
え
だ
な
。」と
思
い
ま
し
た
。そ
し
て
、し
ょ

う
が
い
の
あ
る
人
と
同
じ
よ
う
に
遊
ぶ
こ
と
が
や

さ
し
さ
な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
学
校
の
人
権
こ
う
演
会
で
、
車
い
す

バ
ス
ケ
ッ
ト
を
し
て
い
る
塚
本
京
子
さ
ん
の
話
を

聞
き
ま
し
た
。
「
で
き
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

る
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
な
。」と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

ご
は
ん
の
じ
ゅ
ん
び
や
そ
う
じ
な
ど
は
、
全
然
で

き
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
全
部

一
人
で
や
っ
て
い
ま
し
た
。
車
の
運
転
も
自
分
で

で
き
る
の
で
、
こ
の
日
も
遠
く
か
ら
た
っ
た
一
人

で
や
っ
て
き
た
と
い
う
の
を
知
り
、
び
っ
く
り
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
お
ふ
ろ
そ
う
じ
も
や
っ
て
い

て
、
塚
本
さ
ん
は
、
手
伝
っ
て
も
ら
う
と
な
ま
け

も
の
に
な
る
と
い
う
の
で
す
。
と
て
も
強
い
心
を

持
っ
て
い
る
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
わ
た
し
の

方
が
負
け
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
実
演
も
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
何
回
も
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
、
さ

す
が
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た
だ
け
あ
る

な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
車
い
す
の
生
活

で
も
、
努
力
さ
え
す
れ
ば
、
み
ん
な
と
同
じ
よ
う

に
で
き
る
ん
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。

　
も
っ
と
お
ど
ろ
い
た
こ
と
は
、
塚
本
さ
ん
の
二

人
の
お
子
さ
ん
は
、
お
母
さ
ん
の
こ
と
を
何
で
も

で
き
る
、
で
き
て
あ
た
り
ま
え
と
思
っ
て
い
る
と

い
う
話
で
し
た
。
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
、
自
分

で
全
部
し
て
い
る
の
で
す
。
わ
た
し
は
、
自
分
で

で
き
る
こ
と
を
も
っ
と
が
ん
ば
ら
な
い
と
い
け
な

い
と
思
い
ま
す
。

　
わ
た
し
の
知
っ
て
い
る
人
に
、
体
に
し
ょ
う
が

い
が
あ
り
、
ね
た
き
り
の
子
が
い
ま
す
。
声
が
よ

く
出
せ
な
い
の
で
、
あ
る
時
、
リ
コ
ー
ダ
ー
を
ふ

い
て
あ
げ
た
ら
、
体
を
ば
た
つ
か
せ
て
喜
ん
で
い

ま
し
た
。
そ
れ
を
見
て
、
わ
た
し
も
本
当
に
う
れ

し
く
な
り
ま
し
た
。
自
分
で
な
に
が
で
き
る
か
な

と
考
え
て
や
っ
た
こ
と
が
よ
か
っ
た
ん
だ
と
思
い

ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
、
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
だ
け
で

な
く
、
困
っ
て
い
る
人
に
出
会
っ
た
ら
、
今
ま
で

は「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
。」と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
、
「
わ
た
し
に
何
か
で
き
る
こ
と
は

な
い
で
す
か
。」と
声
を
か
け
て
あ
げ
た
い
で
す
。

相
手
の
気
持
ち
を
考
え
、
や
さ
し
さ
を
言
葉
や
態

度
で
表
せ
る
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
塚
本

さ
ん
や
お
と
た
け
さ
ん
の
し
て
き
た
よ
う
に
、
み

ん
な
が
楽
し
い
と
言
え
る
や
さ
し
い
世
界
に
な
っ

て
い
く
よ
う
に
、
自
信
を
持
っ
て
生
活
し
て
い
き

た
い
で
す
。

色
え
ん
ぴ
つ
の
重
な
り
で

夢
七
訓

　

夢
な
き
者
は
理
想
な
し

　

理
想
な
き
者
は
信
念
な
し

　

信
念
な
き
者
は
計
画
な
し

　

計
画
な
き
者
は
実
行
な
し

　

実
行
な
き
者
は
成
果
な
し

　

成
果
な
き
者
は
幸
福
な
し

ゆ
え
に　

幸
福
を
求
め
る
者
は

　
　
　
　
　

夢
な
か
る
べ
か
ら
ず
※

（
本
文
中
の
敬
称
は
本
人
の
承
諾
を
得
て
省
略
し
て
い
ま
す
）

原
は ら だ

田シンジ さ
ん

し
て
、
06
年
に
は
米
国
で
最
も
権
威

の
あ
る
米
国
色
鉛
筆
協
会
（
Ｃ
Ｐ
Ｓ

Ａ
）
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
選
、
翌
年

に
は
賞
を
抱
く
ま
で
に
な
っ
た
。

在
毎
年
開
く
個
展
に
は
、
週

に
千
人
単
位
の
来
場
者
が
あ

る
。
し
か
し
、
海
外
で
は
メ
ジ
ャ
ー

な
色
え
ん
ぴ
つ
ア
ー
ト
も
日
本
で
は

知
名
度
が
今
一
つ
だ
。
そ
こ
で
、
絵

画
ス
ク
ー
ル
で
講
師
を
務
め
、
本
も

4
冊
執
筆
し
、
日
本
で
の
裾
野
を
広

げ
る
活
動
を
し
て
い
る
。

　

よ
く
、
個
展
の
来
場
者
か
ら
「
色

え
ん
ぴ
つ
な
の
に
凄
い
」
と
声
を
か

け
ら
れ
る
。
そ
の
域
か
ら
脱
し
、
画

材
抜
き
で
「
凄
い
」
と
言
わ
れ
た
い
。

　

そ
う
な
っ
て
初
め
て
次
の
扉
が
開

か
れ
る
。
そ
し
て
、
本
当
の
色
え
ん
ぴ

つ
ア
ー
ト
が
心
の
中
で
重
な
り
、
人
々

を
繋
い
で
い
く
と
信
じ
て
い
る
。

さ
な
頃
か
ら
絵
を
描
く
の
が

当
た
り
前
だ
っ
た
。
絵
画
コ

ン
ク
ー
ル
な
ど
で
幾
度
と
な
く
入
選

を
果
た
し
た
が
、
描
く
理
由
は
た
だ
、

何
か
を
表
現
し
た
い
だ
け
だ
っ
た
。

　

深
谷
中
学
校
へ
入
学
し
た
頃
か
ら

一
時
、
そ
の
表
現
方
法
は
音
楽
に
傾

い
て
い
っ
た
。
音
楽
も
自
分
を
写
し

出
す
鏡
と
し
て
は
、
絵
と
軌
を
一
に

す
る
も
の
と
思
っ
て
い
た
。

　

高
校
を
卒
業
す
る
と
、
本
格
的

に
音
楽
の
道
へ
進
ん
だ
。
著
名
な
音

楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
下
、
そ
れ
な

り
に
充
実
し
た
環
境
で
活
動
し
て
い

た
。
し
か
し
、
そ
こ
で
の
発
見
は
意

外
に
も
、
内
な
る
思
い
が
ど
ん
ど
ん

る
こ
と
で
、
更
に
色
を
作
り
上
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

扱
い
は
難
し
い
が
、
そ
の
分
、
力

強
く
、
優
し
い
色
彩
で
凛
と
し
た
存

在
感
が
生
ま
れ
る
。
そ
れ
を
究
極
ま

で
高
め
た
画
家
が
い
る
。

　

画
家　

原
田
シ
ン
ジ

　

彼
の
世
界
に
浸
り
、
今
日
も
世
界

の
あ
ち
こ
ち
で
感
嘆
が
漏
れ
る
。

え
ん
ぴ
つ
と
鉛
筆
の
大
き
な

違
い
は
、
た
く
さ
ん
の
色
を

奏
で
ら
れ
る
こ
と
だ
。
赤
や
青
、
白

ま
で
扱
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
し
て
、
余
り
知
ら
れ
て
い
な
い

こ
と
だ
が
、
そ
れ
ら
を
重
ね
合
わ
せ

絵
画
へ
向
か
っ
て
い
く
自
分
だ
っ

た
。
そ
の
頃
か
ら
、
表
現
し
た
い
空

間
、
空
気
が
次
々
と
湧
い
て
出
た
。

寝
食
を
忘
れ
る
日
々
が
続
い
た
。

　

全
て
が
独
学
だ
っ
た
た
め
、
自
分

の
尺
度
を
得
る
た
め
描
き
溜
め
た
作

品
で
絵
画
展
、
個
展
を
開
い
た
。
そ

寝
食
を
忘
れ
て

人
と
人
を
繋
ぎ

現現

凛
と
し
た
存
在
感

小小

色色

『Quilt with Peaches』
09年 CPSA入選作品
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日
本
原
産
で
、
一
般
的
な
ア
ジ
サ
イ

の
原
種
と
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
が
中
国
経

由
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
伝
わ
り
、
品
種
改

良
さ
れ
ま
し
た
。

　

王
国
に
は
、
数
十
種
類
の
ア
ジ
サ
イ

が
植
え
ら
れ
た
ア
ジ
サ
イ
園
が
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ガ
ク
ア
ジ
サ
イ

日本原産のガクアジサイ（H20年撮影）

■とき　6月 26 日㈮～ 28 日㈰午後 7時 30 分～９時
※懐中電灯をお持ちください。
■ところ　ふかや緑の王国
■定員　各日先着 100 人
■申し込み　6月 10 日㈬～ 16 日㈫までに、電話でふかや緑の王国 ( ガーデンシ
ティふかや推進室内・☎ 551‐5551）へ

■とき　7月 22 日㈬午前 9時～午後 3時（集合：
午前8時45分・深谷ビッグタートル第2駐車場）

■ところ　国営武蔵丘陵森林公園 (滑川町）
■定員　60 人（応募多数の場合は、抽選の上全
員に結果を通知します）

■参加料　1,400 円（入園料・保険料・昼食代
込み）

■申し込み　6月 10 日㈬～ 7月 3日㈮までに、
電話でふかや緑の王国（ガーデンシティふかや
推進室内・☎ 551‐5551）へ

ヤマユリの香りと麗しい姿を楽しむヤマユリの香りと麗しい姿を楽しむ
森林公園里山散策
バスツアー

ホタル観賞会ホタル観賞会　光の舞を見てみませんか

　

自
分
た
ち
の
住
む
地
域
を
自
分

た
ち
の
手
で
き
れ
い
に
し
よ
う
と
ア

ダ
プ
ト
制

度
を
利
用

し
て
活
動

し
て
い
る

「
も
み
の

木
ガ
ー
デ

ン
倶く

楽ら

部ぶ

」

が
、
今
回

見
事
に
大

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

も
み
の
木
ガ
ー
デ
ン
倶
楽
部
は
、
駅

通
り
工
場
団
地
線
脇
に
ミ
ニ
公
園
を

作
り
上
げ
、
除
草
作
業
か
ら
花
へ
の

水
や
り
ま
で
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ミ
ニ
公
園
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
憩

い
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

個
人
の
受
賞
は
次
の
通
り
で
す
。

□
審
査
委
員
長
賞

　
　

半は
ん

田だ

英え
い

子こ

さ
ん
（
上
野
台
）

□
埼
玉
県
造
園
業
協
会
長
賞

　
　

田た

中な
か

島じ
ま

康や
す

孝た
か

さ
ん
（
樫
合
）

□
埼
玉
県
花
き
園
芸
組
合
連
合
会
長
賞

　
　

大お
お

野の

康や
す

子こ

さ
ん
（
上
原
）

　

こ
の
受
賞
は
、
市
内
に
緑
と
花

が
い
っ
ぱ
い
の
憩
い
の
場
が
増
え
る

き
っ
か
け
と
な
る
で
し
ょ
う
。

もみの木ガーデン（稲荷町 1丁目）

ふ
か
や
花
フ
ェ
ス
タ
開
催

　

悪
天
候
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
２
日
間
で
約
４
万
人
の

来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。
毎
回
大
好

評
の
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
は
、
県
外

か
ら
の
来
場
者
も
多
く
、
お
庭
で
庭

談
議
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

緑
の
王
国
で
の

環
境
に
配
慮
し
た

取
り
組
み
に
役
立

て
て
ほ
し
い
と
、

東
京
電
力
株
式
会
社
熊
谷
支
社
よ
り

電
気
自
動

車
「
コ
ム

ス
」
が
王

国
に
寄
贈

さ
れ
ま
し

た
。

　

緑
の
王
国
の
シ
ン
ボ
ル
ガ
ー

デ
ン
の
一
つ
と
し
て
「
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
ガ
ー
デ
ン
」
が
完
成
し

ま
し
た
。
今
後
、
自
然
と
の
触

れ
合
い
を
テ
ー
マ
に
子
ど
も
た

ち
を
対
象
に
し
た
環
境
学
習
を

展
開
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
ふ

か
や
オ
ー
プ
ン

ガ
ー
デ
ン
花
仲

間
」
の
皆
さ

ん
が
設
計
し
た

緑
の
王
国
に
、
環
境
に
優
し
い

　

電
気
自
動
車
が
お
目
見
え

豊かな自然を環境学習の場に !!

「
ベ
ス
・
チ
ャ

ト
ー
風
ガ
ー
デ

ン
」
が
現
在
作

庭
中
で
す
。

王
国
に
新
た
な
ガ
ー
デ
ン
が
完
成

王
国
に
新
た
な
ガ
ー
デ
ン
が
完
成

　

深
谷
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ガ
ー
デ
ン

　

深
谷
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ガ
ー
デ
ン

上
うえ

田
だ

知事と受賞者の皆さん

参加者募集
６月

彩
の
国
み
ど
り
あ
ふ
れ
る
空
間
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト

も
み
の
木
ガ
ー
デ
ン
倶
楽
部
が
大
賞
を
受
賞

個
人
部
門
で
も
市
内
か
ら
３
人
が
受
賞

深
谷
の
春
の
風
物
詩
と
し
て
定
着

フェスタ会場での贈呈式

　緑の王国内で活動する、開拓ボランティアの「ホタルを呼び戻そう隊」
が飼育したホタルの光の舞を観賞しませんか。
※当日の天候によっては、飛ばないこともありますのでご了承ください。

　国営武蔵丘陵森林公園内
に自生する「ヤマユリ」を
公園内の都市緑化植物園の
園長のガイドを聞きながら
散策します。華麗に咲くヤ
マユリをぜひご覧ください
（昼食付き）。

第６回

バスツアー参加者募集
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